
平成 30年度第４回文京区地域福祉推進本部 次第 

 

日時：平成 31年 1月 30日（水）9：30環境対策本部終了後 

場所：庁議室 

 

１ 開会 

 

２ 議題 

 (1) 子育て支援に関するニーズ調査の結果について 

  

  

  

  

(2) 文京区地域福祉保健計画の実績報告様式の変更について 

 

 

 

 

(3) 介護保険第 1号保険料の軽減強化について 

 

 

 

 

(4) 平成 31年度の分野別検討体制及びスケジュールについて 

  

   

 

  

３ 閉会 

 

 

 

《配付資料》 

【資料第１号】子育て支援に関するニーズ調査の結果について 

【資料第２号】文京区地域福祉保健計画の実績報告様式の変更について 

【資料第３号】介護保険第 1号保険料の軽減強化について 

【資料第４号】平成 31年度の分野別検討体制及びスケジュールについて 



【資料第１号】 

子育て支援に関するニーズ調査の結果について 

 

 

１ 目的 

  本区に居住する子どもを養育する家庭の生活実態、ニーズ量及び子育ての状況等を把

握し、「子育て支援計画（平成 32年度～平成 36年度）」の基礎資料を得ることを目的と

する。 

 

２ 調査方法及び調査対象者 

調査対象者を住民基本台帳から無作為に抽出し、郵送配布及び郵送回収にて実施 

  ・就学前児童の保護者 … 1,600人 

  ・小学生の保護者 … 1,400人 

  ・中学生の保護者 … 0,650人 

・中学生本人 … 0,650人 

・高校生世代本人 … 0,650人 

 

３ 調査項目 

調査項目は、幼児期の学校教育、保育及び地域の子育て支援等に関する内容で、国共

通設問に区独自設問を加えて設計 

 

４ 調査時期 

  平成 30年 10月 5日～平成 30年 11月 26日 

 

５ 回収状況 

  配布数 不在返送数 有効配送数 有効回収数 有効回収率 
（参考） 
Ｈ25調査 

①就学前児童の保護者 1,600人 12人 1,588人 897人  56.5％ 62.5% 

②小学生の保護者 1,400人  3人 1,397人 769人  55.0％ 56.4% 

③中学生の保護者 650人  3人 647人 320人 49.5％ 51.6% 

④中学生本人 650人  3人 647人 314人  48.5％ 50.4% 

⑤高校生世代本人 650人  1人 649人 218人  33.6％ － 

 

６ 調査結果 

  別添（概要版）のとおり 

同一世帯へ配付 
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平成 30 年度 

文京区子育て支援に関するニーズ調査報告書 

～ 概 要 版 ～ 

＜調査の目的＞ 

文京区に居住する子どもを養育する家庭の生活実態、ニーズ量及び子育ての状況等を把握し、次期計画とな

る「文京区子育て支援計画（平成 32 年度～36 年度）」の策定に向けた基礎資料を得ることを目的とする。 

 

＜調査の概要＞ 

（１）調査区域：文京区全域 

（２）調査対象及び標本数：区内に居住する 

①就学前児童の保護者  … 1,600 人 

②小学生の保護者  … 1,400 人 

③中学生の保護者  …   650 人 

④中学生本人   …   650 人 

⑤高校生世代本人  …   650 人 

※中学生本人の回収については、保護者用とは別の封筒を同封し、中学生本人が封か

んした上で、保護者がまとめて投函 

（３）抽出方法：住民基本台帳から無作為抽出 

（４）調査方法：自記式調査票による郵送配布、郵送回収（礼状形式の督促を１回実施） 

（５）調査時期：平成 30 年 10 月 5 日～平成 30 年 11 月 26 日 

（６）回収結果： 

  配布数 不在返送数 有効配送数 有効回収数 有効回収率

①就学前児童の保護者 1,600 人 12 人 1,588 人 897 人  56.5％

②小学生の保護者 1,400 人  3 人 1,397 人 769 人  55.0％

③中学生の保護者 650 人  3 人 647 人 320 人 49.5％

④中学生本人 650 人  3 人 647 人 314 人  48.5％

⑤高校生世代本人 650 人  1 人 649 人 218 人  33.6％

 

～調査結果の見方～ 

◇図・表中の調査対象の記載は、①就学前児童の保護者は「就学前児童」、②小学生の保護者は「小
学生」、③中学生の保護者は「就学前児童」または「小学生」と併記の場合は「中学生」、「中学
生本人」または「高校生世代本人」と併記の場合は「中学生保護者」とし、④中学生本人は併記
する対象に関わらず「中学生本人」、⑤高校生世代本人は「高校生世代本人」としている。 

◇各項目にある就学前 小学生 中学生 中学生本人 高校生世代本人の表示は、それぞれ就学前児
童の保護者、小学生の保護者、中学生の保護者、中学生本人、高校生世代本人を対象とした回答
項目であることを示している。 

◇図・表中のｎは該当質問での回答者総数を表す。 
◇複数回答は質問に対する回答がいくつでもよい質問を表し、特にことわり書きのない場合は質
問に対する回答が１つの単数回答を表す。 

◇回答はｎを 100％として百分率で算出してある。小数点以下第２位を四捨五入しているため、百
分率の合計が全体の示す数値と一致しないことがある。 

◇グラフに表示される数値が 0.0 の場合は、回答数 0件を表す。 
◇複数回答ができる質問では、回答比率の合計が 100％を超える。 

  

同一世帯へ配布 
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１．基本属性 

（１）子どもの年齢と学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子どもの人数（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前 小学生 中学生 高校生世代本人

就学前 小学生 中学生

１ 人

２ 人

３ 人

４人以上

無回答

43.5

36.6

7.0

1.3

11.6

29.0 

50.1 

15.0 

2.1 

3.9 

21.3 

56.6 

15.3 

6.0 

0.9 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

就学前児童（n=897）

小学生 （n=769）

中学生 （n=320）

平成30年10月現在の学年

平成30年10月現在の学年

平成30年4月1日時点の年齢

平成30年４月１日時点の年齢

中学１年

30.3%

中学２年

35.9%

中学３年

32.8%

無回答

0.9%

小学生

中学生

０歳

15.1%

１歳

18.4%

２歳

15.8%
３歳

16.9%

４歳

15.1%

５歳

15.1%

無回答

3.7%

n=897

１年生

16.9%

２年生

17.9%

３年生

16.1%

４年生

15.6%

５年生

17.2%

６年生

16.0%

無回答

0.3%

n=769

高校生世代

n=320
15歳

33.5%

16歳

26.6%

17歳

39.9%
n=218

就学前児童
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（３）末子の年齢 

 

 

 

 

 

 

（４）兄弟姉妹中で生まれた順番 

 

 

 

 

（５）同居家族と同居人数（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）居住地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）回答者と配偶者の有無 

 

 

 

 

 

就学前 小学生

中学生

中学生 高校生世代本人

就学前 小学生 中学生 高校生世代本人

就学前 小学生 中学生

（％）

n
０

歳

１

歳

２

歳

３

歳

４

歳

５

歳

６

歳

７

歳

８

歳

９

歳

10

歳

11

歳

12

歳

以

上

無

回

答

403 30.3 18.4 15.1 11.2 7.9 9.7 0.2 0.2 0.7 0.2 0.0 0.5 0.0 5.5

516 1.9 3.7 5.4 7.4 7.8 12.2 8.3 9.5 6.0 8.3 7.9 7.6 6.4 7.6

 就 学 前 児 童

小 学 生

（％）

320

n １番目 ２番目 ３番目 ４番目 無回答

62.2   28.8   5.9   0.9   2.2   中 学 生

同居家族 同居家族人数

母親 １人

父親 ２人

兄弟姉妹 ３人

祖母 ４人

祖父 ５人

その他 ６人以上

無回答 無回答

0.0 

5.1 

21.3 

46.1 

15.9 

10.5 

1.2 

0.9 

4.1 

20.6 

48.8 

20.0 

5.6 

0.0 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

中学生保護者 （n=320）

高校生世代本人（n=218）

96.6 

90.9 

73.8 

8.1 

3.1 

0.6 

1.3 

99.1 

82.6 

68.8 

9.2 

5.0 

2.3 

0.0 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

中学生保護者 （n=320）

高校生世代本人（n=218）

n

後
楽

春
日

小
石
川

白
山

千
石

水
道

小
日
向

大
塚

関
口

目
白
台

音
羽

本
郷

湯
島

西
片

向
丘

弥
生

根
津

千
駄
木

本
駒
込

無
回
答

就 学 前 児 童 897 0.7 2.8 10.8 8.6 7.5 4.0 4.8 8.0 3.8 3.3 2.9 8.9 3.5 1.4 3.1 1.1 3.1 9.0 11.5 1.1

小 学 生 769 0.3 3.3 11.7 8.2 8.6 2.6 3.9 7.3 2.6 3.9 1.7 8.3 4.2 3.1 2.9 1.8 2.7 8.1 13.7 1.3

中 学 生 320 1.9 1.6 9.7 10.9 9.7 3.4 5.9 5.3 3.1 2.5 2.2 9.1 0.9 2.8 3.8 1.6 1.3 9.7 12.8 1.9

高 校 生 世 代 218 0.0 3.2 8.7 10.6 10.1 1.8 3.7 5.0 0.9 4.1 2.8 10.6 3.2 2.8 2.8 0.5 1.4 11.5 16.5 0.0

（％） 

（％） （％）

回 答 者 配偶者の有無

父親 母親 その他 無回答 いる いない 無回答

 就 学 前 児 童 897

769

320 （項目なし）

小 学 生

中 学 生

n

0.2   0.1   96.2   3.5   0.3   

12.6   87.3   0.0   0.1   92.7   7.2   0.1   

11.7   88.0   

20.3   78.4   0.0   1.3   
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２．子育ての環境 

（１）主に子育てを行っている人 

 

 

 

 

 

 

 

（２）日常的に子育て（教育を含む）に関わっている人（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）子育てに最も影響が強いと思われる環境（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前 小学生

就学前 小学生

就学前 小学生

就学前児童 小学生

家庭 家庭

保育所 小学校

幼稚園 習い事・塾

地域 地域

習い事など 育成室（学童保育）

療育機関 児童館

その他 療育機関

無回答 その他

無回答

96.2 

54.1 

28.4 

28.2 

25.8 

3.8 

2.7 

0.7 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

就学前児童（n=897）

94.3 

90.6 

46.6 

25.7 

19.6 

6.4 

3.9 

2.2 

1.3 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

小学生 （n=769）

（％）

n
父母

ともに

主に

父親

主に

母親

主に

祖父母
その他 無回答

 就 学 前 児 童 897

769小 学 生

57.5   1.1   40.9   0.2   0.1   0.1   

50.6   1.2   47.7   0.3   0.3   0.0   

就学前児童 小学生

父母ともに 父母ともに

保育士 習い事・塾の指導者

母親 母親

祖父母 祖父母

幼稚園の先生

習い事等の指導者 児童館の職員

父親 父親

その他 その他

無回答 無回答

育成室（学童保育）

の指導員

73.5 

35.9 

26.1 

24.9 

16.1 

15.2 

3.5 

3.0 

0.4 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

就学前児童（n=897）

63.3 

48.0 

25.1 

24.2 

18.1 

7.3 

6.8 

5.6 

1.6 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

小学生 （n=769）
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（４）子どもをみてもらえる親族・知人の状況（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前 小学生

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

緊急時もしくは用事の際には、

みてもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には、

祖父母等の親族にみてもらえる

59.9 

10.0 

14.4 

1.6 

20.4 

9.5 

51.8 

21.2 

15.9 

3.5 

17.3 

12.7 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

就学前児童（n=897）

小学生 （n=769）
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３．保護者の就労状況 

（１）父親の就労状況 

父親の就労状況については、就学前児童の保護者、小学生の保護者ともに「フルタイム（産休・育休・介護

休業中でない）」が 90％前後となっている。「パート・アルバイト」や「現在は就労していない」はそれぞれ

1.0％前後となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）父親のフルタイムへの転換希望 

パート・アルバイトで就労している父親のフルタイムへの転換希望について、「実現できる見込みがある」の

割合は、就学前児童の保護者が 8.3％、小学生の保護者が 25.0％と、小学生の保護者の方が多くなっている。

「パート・アルバイト等を続けることを希望」の割合は、就学前児童の保護者が 33.3％、小学生の保護者が

25.0％と、就学前児童の保護者の方が多くなっている。 

 

 

 

  

就学前 小学生

就学前 小学生

フ

ル

タ

イ

ム

（
１

週

５

日

程

度

・

１

日

８

時

間

程

度

の

就

労

）
へ

の

転

換

希

望

が

あ

り

、
実

現

で

き

る

見

込

み

が

あ

る

フ

ル

タ

イ

ム

（
１

週

５

日

程

度

・

１

日

８

時

間

程

度

の

就

労

）
へ

の

転

換

希

望

は

あ

る

が

、
実

現

で

き

る

見

込

み

は

な

い

パ
ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

等

（

「
フ

ル

タ

イ

ム

」
以

外

）
の

就

労

を

続

け

る

こ

と

を

希

望

パ
ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

等

（

「
フ

ル

タ

イ

ム

」
以

外

）
を

や

め

て

、

子

育

て

や

家

事

に

専

念

し

た

い

無

回

答

就学前児童 （n=12）

小学生 （n=8）

【パート・アルバイト就労者】

25.0 

8.3 

50.0 

41.7 

25.0 

33.3 16.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

※「パート・アルバイト（産休・育休・介護休業中）」「これまで就労したことがない」は就学前児童、小学生ともに 0.0％

フ

ル

タ

イ

ム

（
産

休

・

育

休

・

介

護

休

業

中

で

な

い

）

フ

ル

タ

イ

ム

（
産

休

・

育

休

・

介

護

休

業

中

）

パ
ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

（
産

休

・

育

休

・

介

護

休

業

中

で

な

い

）

パ
ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

（
産

休

・

育

休

・

介

護

休

業

中

）

以

前

は

就

労

し

て

い

た

が

、

現

在

は

就

労

し

て

い

な

い

こ

れ

ま

で

就

労

し

た

こ

と

が

な

い

無

回

答

就学前児童 （n=897）

小学生 （n=769） 87.6 

92.2

0.5 

0.3

1.0 

1.3

0.1 

0.7

10.7 

5.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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（３）父親の就労希望 

現在就労していない、またはこれまで就労したことのない父親の就労希望については、「すぐにではないが、

１年以内に就労したい」が就学前児童の保護者が 50.0％、小学生の保護者が 100.0％となっている。「すぐに

でも就労したい」あるいは「すぐにではないが、１年以内に就労したい」の割合は就学前児童の保護者が 83.3％

となっており、より早期の就労を望む声がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）父親の希望する就労形態 

現在就労しておらず、かつ就労希望のある父親の希望する就労形態は、就学前児童の保護者（n=5）がすべて

フルタイムでの就労を希望している。 

小学生の保護者（n=1）については希望する就労形態を回答していない。 

 

 

  

就学前 小学生

就学前 小学生

【就労していない人】 就

労

の

希

望

は

な

い

（
子

育

て

や

家

事

等

に

専

念

し

た

い

）

１

年

よ

り

先

、
一

番

下

の

子

ど

も

が

 

歳

に

な

っ
た

頃

に

就

労

し

た

い す

ぐ

に

で

は

な

い

が

、

１

年

以

内

に

就

労

し

た

い

す

ぐ

に

で

も

就

労

し

た

い

無

回

答

就学前児童 （n=6）

小学生 （n=1） 100.0

50.0 33.3 16.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

※「就労の希望はない（子育てや家事等に専念したい）」は、就学前児童、小学生ともに 0.0％ 

  「１年より先、一番下の子どもが 歳になった頃に就労したい」は、就学前児童は 0.0％ 

  「すぐにではないが、１年以内に就労したい」「すぐにでも就労したい」は小学生は 0.0％ 
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（５）母親の就労状況 

母親の就労状況について、「フルタイム（産休・育休・介護休業中でない）」の割合は就学前児童の保護者が

41.1％、小学生の保護者が 33.3％で就学前児童の保護者が多くなっている。「フルタイム（産休・育休・介護

休業中）」の割合は就学前児童の保護者が 15.3％と、小学生の保護者の 1.3％と比べて多くなっている。「パー

ト・アルバイト（産休・育休・介護休業中でない）」の割合は小学生の保護者が 26.0％と就学前児童の保護者

の 9.9％より多くなっている。「以前は就労していたが、現在は就労していない」は小学生の保護者で 31.2％

と、就学前児童の保護者の 29.3％とあまり変わらない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）母親のフルタイムへの転換希望 

パート・アルバイトで就労している母親のフルタイムへの転換希望について、「実現できる見込みがある」の

割合は、就学前児童の保護者が 13.5％、小学生の保護者が 6.5％と、就学前児童の保護者の方が多くなってい

る。 

一方、「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」は就学前児童の保護者が 25.0％、小

学生の保護者が 20.9％となっており、出産、子育てのために退職後の再就職に壁があることがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前 小学生

就学前 小学生

フ

ル

タ

イ

ム

（
１

週

５

日

程

度

・

１

日

８

時

間

程

度

の

就

労

）
へ

の

転

換

希

望

が

あ

り

、
実

現

で

き

る

見

込

み

が

あ

る

フ

ル

タ

イ

ム

（
１

週

５

日

程

度

・

１

日

８

時

間

程

度

の

就

労

）
へ

の

転

換

希

望

は

あ

る

が

、
実

現

で

き

る

見

込

み

は

な

い

パ
ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

等

（

「
フ

ル

タ

イ

ム

」
以

外

）
の

就

労

を

続

け

る

こ

と

を

希

望

パ
ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

等

（

「
フ

ル

タ

イ

ム

」
以

外

）
を

や

め

て

、

子

育

て

や

家

事

に

専

念

し

た

い

無

回

答

就学前児童 （n=96）

小学生 （n=201）

【パート・アルバイト就労者】

6.5 

13.5 

20.9 

25.0 

62.2 

43.8 

2.0 

3.1 

8.5 

14.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

フ

ル

タ

イ

ム

（
産

休

・

育

休

・

介

護

休

業

中

で

な

い

）

フ

ル

タ

イ

ム

（
産

休

・

育

休

・

介

護

休

業

中

）

パ
ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

（
産

休

・

育

休

・

介

護

休

業

中

で

な

い

）

パ
ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

（
産

休

・

育

休

・

介

護

休

業

中

）

以

前

は

就

労

し

て

い

た

が

、

現

在

は

就

労

し

て

い

な

い

こ

れ

ま

で

就

労

し

た

こ

と

が

な

い

無

回

答

就学前児童 （n=897）

小学生 （n=769） 33.3 

41.1

1.3 

15.3

26.0 

9.9

0.1 

0.8

31.2 

29.3

1.6 

0.8

6.5 

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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（７）母親の就労希望 

現在就労していない、またはこれまで就労したことのない母親の就労希望については、「就労の希望はない

（子育てや家事等に専念したい）」が就学前児童の保護者が 26.3％、小学生の保護者が 34.1％となっている。

1 年より先に就労の希望がある割合は就学前児童の保護者が 45.9％、小学生の保護者が 31.0％となっている

が、「すぐにでも就労したい」または「すぐにではないが、１年以内に就労したい」の割合は小学生の保護者が

25.4％と、就学前児童の保護者の 17.4％と比べて多く、より早期の就労を望む声がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）母親の希望する就労形態 

現在就労しておらず、かつ就労希望のある母親の希望する就労形態は、就学前児童の保護者、小学生の保護

者ともに「パートタイム、アルバイト等（フルタイム以外）」の割合が多く、それぞれ 58.5％、57.8％となっ

ている。 

パートタイム、アルバイトを１か月の就労希望時間で区分すると、「48 時間以上 120 時間未満」の割合が多

くなっており、就学前児童の保護者の 47.4％、小学生の保護者の 43.0％を占めている。「フルタイム」の割合

は、就学前児童の保護者が 18.7％、小学生の保護者が 11.3％となっており、就学前児童の保護者の方が多く

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前 小学生

就学前 小学生

就

労

の

希

望

は

な

い

（
子

育

て

や

家

事

等

に

専

念

し

た

い

）

１

年

よ

り

先

、
一

番

下

の

子

ど

も

が

　

歳

に

な

っ
た

頃

に

就

労

し

た

い

す

ぐ

に

で

は

な

い

が

、

１

年

以

内

に

就

労

し

た

い

す

ぐ

に

で

も

就

労

し

た

い

無

回

答

就学前児童 （n=270）

小学生 （n=252）

【就労していない人】

34.1 

26.3 

31.0 

45.9 

18.3 

10.4 

7.1 

7.0 

9.5 

10.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【就労希望者】 フ

ル

タ

イ

ム

（
１

週

５

日

程

度

・

１

日

８

時

間

程

度

）

パ
ー

ト

タ

イ

ム

、
ア

ル

バ

イ

ト

等

（
1

2

0

時

間

以

上

）

パ
ー

ト

タ

イ

ム

、
ア

ル

バ

イ

ト

等

（
4

8

時

間

以

上

1

2

0

時

間

未

満

）

パ
ー

ト

タ

イ

ム

、
ア

ル

バ

イ

ト

等

（
4

8

時

間

未

満

）

パ
ー

ト

タ

イ

ム

、
ア

ル

バ

イ

ト

等

（
時

間

無

回

答

）

無

回

答

就学前児童 （n=171）

小学生 （n=142） 11.3

18.7 

4.2

2.9 

43.0

47.4 

10.6

7.0 

0.0

1.2 

31.0

22.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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４．育児休業制度について 

（１）父母の育児休業制度の取得状況 

①取得経験 

就学前児童の父母の育児休業制度の取得状況については、父親は「取得していない」が 87.2％と大部分を占

めており、「取得した（取得中である）」は 6.4％となっている。 

母親は「取得した（取得中である）」が 56.3％、「取得していない」は 10.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②取得していない理由（複数回答） 

育児休業制度を「取得していない」と回答した人にその理由を尋ねたところ、父親は「仕事が忙しかった」

が 50.6％と半数を超えて も多く、次いで「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」、「配偶者が育児休

業制度を利用した」がそれぞれ 36.1％となっている。 

母親は「子育てや家事に専念するため退職した」が 22.8％と も多く、次いで「仕事が忙しかった」、「収入

減となり、経済的に苦しくなる」、「職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）」、「（産休

後に）仕事に早く復帰したかった」がそれぞれ 19.6％となっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前

父親 母親

働いて

いなかった

30.9%

取得した

（取得中である）

56.3%

取得していない

10.3%

無回答

2.6%

n=897

働いて

いなかった

0.6%
取得した

（取得中である）

6.4%

取得していない

87.2%

無回答

5.9%

n=897

仕事が忙しかった

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

配偶者が育児休業制度を利用した

収入減となり、経済的に苦しくなる

子育てや家事に専念するため退職した 

職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

保育所（園）などに預けることができた

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した

その他

無回答

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった

50.6 

36.1 

36.1 

22.9 

21.2 

0.0 

10.6 

0.3 

2.9 

0.6 

5.5 

9.3 

1.0 

9.3 

0.9 

19.6 

16.3 

1.1 

19.6 

3.3 

22.8 

19.6 

19.6 

16.3 

13.0 

10.9 

3.3 

0.0 

0.0 

21.7 

3.3 

0％ 20％ 40％ 60％

父親（n=782）

母親（n=92）

＊ （項目なし）
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（２）育児休業給付の支給・社会保険料免除の認知度 

育児休業給付の支給・社会保険料免除の認知度については、「育児休業給付、保険料免除のいずれも知ってい

た」が 45.6％、「育児休業給付のみ知っていた」が 31.4％、「いずれも知らなかった」が 20.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）育児休業後の職場復帰状況 

育児休業後の職場復帰の状況については、育児休業を取得した母親のうち 76.6％が「育児休業取得後、職場

に復帰した」と回答している。「現在も育児休業中である」は 16.4％となっている。また、「育児休業中に離職

した」は 6.1％となっている。 

 

【育児休業取得者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前

就学前

育児休業給付、

保険料免除の

いずれも

知っていた

45.6%

育児休業給付

のみ知っていた

31.4%

保険料免除のみ

知っていた

1.2%

育児休業給付、

保険料免除の

いずれも

知らなかった

20.1%

無回答

1.7%

n=897

父親 母親

育児休業

取得後、

職場に

復帰した

76.6%

現在も

育児休業中

である

16.4%

育児休業中に

離職した

6.1%

無回答

0.8%

育児休業

取得後、

職場に

復帰した

89.4%

現在も

育児休業中

である

3.5%

育児休業中に

離職した

1.8%

無回答

5.3%

n=505n=57
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５．教育・保育事業について 

（１）定期的な教育・保育事業の利用状況 

①利用の有無 

就学前児童の定期的な教育･保育事業の利用状況については、「利用している」が 74.4％、「利用していない」

は 24.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②利用している事業（複数回答） 

定期的に利用している教育・保育事業については、「幼稚園」全体で 23.1％、「幼稚園の預かり保育」全体で

4.9％、「保育園等」全体で 50.7％となっている。 

 

 

 

  

就学前

利用

している

74.4%

利用

していない

24.9%

無回答

0.8%

n=897

いずれかを利用

区立幼稚園

国立付属幼稚園

私立幼稚園

区立幼稚園の預かり保育

私立幼稚園の預かり保育

認定こども園

区立認可保育園

私立認可保育園

家庭的保育事業（保育ママ）

小規模保育事業（0～2歳）

事業所内保育事業

居宅訪問型保育事業

臨時保育所

定期利用保育事業

東京都認証保育所

企業主導型保育施設

グループ保育室

その他の認可外の保育施設

「幼稚園」全体  

「幼稚園の預かり保育」全体 

「保育園等」全体 

※「全体」は下記の対象事業のいずれか１つ以上選択した者の割合

事業ごとの利用状況

「幼稚園」全体 区立幼稚園　

「幼稚園の預かり保育」全体 国立大学付属幼稚園

「保育園等」全体 私立幼稚園

区立幼稚園の預かり保育

私立幼稚園の預かり保育

認定こども園

区立認可保育園

私立認可保育園

家庭的保育事業（保育ママ）

小規模保育事業（０～２歳）

事業所内保育事業

居宅訪問型保育事業

臨時保育所

定期利用保育事業

東京都認証保育所

企業主導型保育施設

グループ保育室

その他の認可外の保育施設

ファミリー・サポート・センター

療育機関

その他

利用していない

無回答

8.7 

1.2 

21.1 

1.9 

4.6 

1.5 

23.4 

30.7 

0.0 

0.9 

0.7 

0.6 

0.1 

0.6 

3.1 

1.3 

0.4 

5.1 

0.6 

3.1 

2.4 

24.9 

0.0 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

就学前児童

（n=667）

31.0 

6.6 

68.2 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

就学前児童

（n=667）
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事業ごとの利用希望

区立幼稚園　

国立大学付属幼稚園

私立幼稚園

区立幼稚園の預かり保育

私立幼稚園の預かり保育

認定こども園

「幼稚園」全体 区立認可保育園

「幼稚園の預かり保育」全体 私立認可保育園

「保育園等」全体

小規模保育事業（０～２歳）

事業所内保育事業

居宅訪問型保育事業

臨時保育所

東京都認証保育所

企業主導型保育施設

グループ保育室

その他の認可外の保育施設

ファミリー・サポート・センター

療育機関

その他

特にない

無回答

家庭的保育事業（保育ママ）

定期利用保育事業

38.8 

35.1 

39.4 

34.1 

33.1 

37.3 

50.9 

43.4 

4.1 

6.1 

8.9 

5.9 

5.6 

4.5 

11.0 

7.0 

5.2 

3.8 

10.9 

5.2 

2.2 

2.0 

3.1 

23.5 

22.4 

31.7 

27.4 

33.2 

28.8 

35.9 

33.0 

6.9 

8.0 

9.8 

10.0 

7.2 

7.0 

13.4 

8.4 

7.5 

7.4 

13.7 

5.2 

1.3 

3.9 

25.1 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

定期的に利用希望

（n=897）

無償化の場合利用希望

（n=897）

54.6 

40.2 

69.1 

38.0

35.5

55.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

就学前児童（n=897）

無償化の場合利用希望（n=897）

（２）今後利用したい定期的な教育・保育事業（複数回答） 

今後利用したい定期的な教育・保育事業については、

定期的な利用では「幼稚園」全体で 54.6％、「幼稚園

の預かり保育」全体で 40.2％、「保育園等」全体で

69.1％となっている。 

一方、幼児教育の無償化が実施された場合の利用希

望は、「幼稚園」全体が 16.6 ポイント、「保育園等」全

体が 14.1 ポイントそれぞれ減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）土・日・祝日／長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用希望 

平日以外での定期的な教育・保育事業の利用希望を尋ねたところ、土曜日は「ほぼ毎週定期的に利用したい」

が 6.1％、「月に１～２回は定期的に利用したい」が 25.1％となっている。日曜日・祝日は土曜日より希望者

が少なく、それぞれ 1.4％、16.1％となっている。 

また、現在幼稚園利用者の夏休み・冬休みなどの長期休暇中の定期的な利用希望については、「休みの期間

中、ほぼ毎日利用したい」が 22.7％、「休みの期間中、週に数日利用したい」が 51.7％と、利用希望の計は 74.4％

となっている。 

 

 

  

就学前

就学前

土曜日

日曜日・祝日

（n=897）

（n=897）

（n=207）
夏・冬休みの長期休暇中

（幼稚園利用者）

定期的な
利用希望はない

65.2 

78.3 

ほぼ毎週
定期的に利用したい

6.1 

1.4 

月に１～２回は
定期的に利用したい

25.1 

16.1 

無回答

3.6 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用希望はない

23.2 

休みの期間中、
ほぼ毎日利用したい

22.7 

休みの期間中、
週に数日利用したい

51.7 

無回答

2.4 

いずれかを利用

区立幼稚園

国立付属幼稚園

私立幼稚園

区立幼稚園の預かり保育

私立幼稚園の預かり保育

認定こども園

区立認可保育園

私立認可保育園

家庭的保育事業（保育ママ）

小規模保育事業（0～2歳）

事業所内保育事業

居宅訪問型保育事業

臨時保育所

定期利用保育事業

東京都認証保育所

企業主導型保育施設

グループ保育室

その他の認可外の保育施設

「幼稚園」全体  

「幼稚園の預かり保育」全体 

「保育園等」全体 

※「全体」は下記の対象事業のいずれか１つ以上選択した者の割合
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６．病児・病後児保育について 

（１）この１年間に病気などで保育園や学校を休んだ経験 

定期的な教育・保育事業を利用している就学前児童の保護者及び小学校低学年の保護者に、この１年間に子

どもが病気やケガで保育園や学校を休んだことがあったかを尋ねたところ、「ある」と回答した人は就学前児

童の保護者で 90.1％、小学生低学年の保護者で 69.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）病気やケガ等の際の対処方法（複数回答） 

この１年間に子どもの病気やケガで保育サービスを利用できなかったり、学校を休んだ際の対処方法につい

ては、就学前児童の保護者は「母親が仕事を休んで子どもを看た」が 73.0％と も多く、「父親が仕事を休ん

で子どもを看た」「親族・知人に子どもを看てもらった」が 30％台で続いている。 

小学生低学年の保護者は「母親が仕事を休んで子どもを看た」が 51.8％と も多く、次いで「父親または母

親のうち就労していない方が子どもを看た」が 40.8％となっている。 

「父親または母親が仕事を休んで子どもを看た」全体では、就学前児童の保護者が 74.9％、小学生低学年の

保護者が 54.8％と、就学前児童の保護者の方が多くなっている。 

また、「区の病児・病後児保育施設を利用した」は就学前児童の保護者が 5.0％、小学生低学年の保護者が

3.7％となっている。 

 

 

 

 

 

  

就学前 小学生

就学前 小学生

就学前児童 （n=601）

小学生 （n=272）

【定期的な教育・保育事業利用者】

【低学年のみ】

ある

90.1 

69.4 

ない

6.7 

27.3 

無回答

3.1 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【保育園や学校を休んだ経験が「ある」との回答者】

母親が仕事を休んで子どもを看た

父親が仕事を休んで子どもを看た

親族・知人に子どもを看てもらった

父親または母親のうち就労してない方が子どもを看た

ベビーシッターによる病児・病後児の保育を利用した

区の病児・病後児保育施設を利用した

民間の病児・病後児の保育施設を利用した

子どもだけで留守番させた

その他

無回答

・ 就学前児童 ＝ 74.9％

・ 小学生　　 　＝ 54.8％

 「父親または母親が仕事を

 休んで子どもを看た」 全体
※

ファミリー・サポート・センター

（地域住民が子どもを預かる事業）を利用した

※ 「全体」は、対象項目のいずれ

    か１つ以上を選択した者の割合

73.0

39.8

33.9

25.1

6.3

5.0

2.2

0.2

0.0

2.0

0.5

51.8 

18.8 

18.0 

40.8 

3.3 

3.7 

1.1 

2.2 

0.4 

1.1 

0.4 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

就学前児童 （n=601）

小学生低学年（n=272）
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（３）病児・病後児保育施設の利用希望 

父親または母親が「仕事を休んで子どもを看た」と回答した人の病児・病後児保育施設の利用希望の割合は、

就学前児童の保護者は 42.2％、小学生低学年の保護者は 23.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．一時預かり保育について 

（１）利用している一時預かり事業／一時預かり事業の利用希望 

この１年間の一時預かり事業（日中の定期的な保育や病気のため以外の私用、親の通院、不定期の就労等の

目的での不定期利用）の利用状況について、就学前児童の保護者に尋ねたところ、33.3％が何らかの事業を利

用しており、「一時保育所（キッズルーム）での一時預かり」が 10.3％と も多く、次いで「区立保育園での

一時預かり」が 6.7％、「区が行っているベビーシッター」が 6.5％となっている。 

また、「利用していない」が 63.5％と多くを占める一方、今後１年間の利用希望については、「利用したい」

という希望が 68.8％となっている。 

 

 

 

 

 

  

就学前

就学前 小学生

病

児

・

病

後

児

保

育

施

設

を

利

用

し

た

か

っ
た

利

用

し

た

い

と

思

わ

な

か

っ
た

無

回

答

就学前児童 　　　　　　　　　　　　　　（n=450）

小学生
　　　　　　　　　　　　　　（n=149）

【父親または母親が「仕事を休んで子どもを看た」回答者】

23.5

42.2

67.8

50.7

8.7

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【低学年のみ】

一時保育所（キッズルーム）での一時預かり

私立幼稚園の預かり保育

民間のベビーシッター

その他の事業

利用していない

無回答

区立幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

（地域住民が子どもを預かる事業）

トワイライトステイ

（児童福祉施設等で夜間、子どもを保護する事業）

　「利用している」 全体
※

　＝ 33.3％

私立保育園・認証保育所等での一時預かり ※ 「全体」は対象事業のいず

   れか１つ以上を選択した者

   の割合

区立保育園での一時預かり

（緊急一時保育事業・リフレッシュ保育事業）

区が行っているベビーシッター

(「子育て訪問支援券事業」など)

ショートステイ（児童福祉施設等で一定期間、

子どもを保護する事業）

10.3

6.7

6.5

6.2

5.7

2.5

1.8

1.0

0.6

0.3

1.1

63.5

3.1

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

就学前児童

（n=897）

利用したい

67.2%

利用する

必要はない

28.7%

無回答

4.1%

n=879

利用している一時預かり事業（複数回答） 今後１年間の利用希望
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（２）この１年間に子どもを泊りがけで預けなければならなかった経験 

この１年間に保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、子どもを泊りがけで預けなけれ

ばならなかった経験について、「あった」と回答したのは就学前児童の保護者が 22.4％、小学生の保護者が

16.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）子どもを泊りがけで預けなければならなかった時の対処方法（複数回答） 

この１年間に子どもを泊りがけで預けた経験が「あった」と回答した人に、その際の対処方法を尋ねたとこ

ろ、就学前児童の保護者、小学生の保護者ともに「親族・知人にみてもらった」が 80％を超えている。次いで

「子どもを同行させた」が就学前児童の保護者で 18.9％、小学生の保護者で 12.7％となっている。 

短期入所生活援助事業（ショートステイ事業）の利用は就学前児童で 1.5％、小学生で 0.0％と少なくなっ

ている。 

 

 

 

 

  

就学前児童 小学生

【この１年間に泊りがけで子どもを預けた経験「あった」回答者】 【この１年間に泊りがけで子どもを預けた経験「あった」回答者】

親族・知人にみてもらった 親族・知人にみてもらった

子どもだけで留守番をさせた

子どもだけで留守番をさせた

その他 その他

無回答 無回答

短期入所生活援助事業（子ども

ショートステイ事業）を利用した

民間のシッター等のサービスを利

用した

「短期入所生活援助事業」以外の

保育事業（認可外保育施設、ベ

ビーシッター等）を利用した

子どもを同行させた

短期入所生活援助事業（乳幼児

ショートステイ事業、子どもショート

ステイ事業）を利用した

子どもを同行させた

81.6 

18.9 

2.0 

1.5 

1.5 

2.5 

0.5 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

就学前児童（n=201）

86.5 

12.7 

0.8 

0.8 

0.0 

3.2 

0.8 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

小学生 （n=126）

就学前 小学生

就学前 小学生

就学前児童 （n=897）

小学生 （n=769）

あった

22.4 

16.4 

なかった

75.8 

82.2 

無回答

1.8 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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８．地域子育て支援拠点事業について 

（１）利用している地域子育て支援拠点施設・類似施設（複数回答） 

地域子育て支援拠点施設・類似施設の利用状況については、就学前児童の保護者の５割以上は「利用してい

ない」と回答しており、「利用している」と回答した約４割の利用状況としては「児童館の館内開放や乳幼児プ

ログラム等」が 26.4％と も多く、次いで「子育てひろば、こまぴよのおうちでの親子の交流や相談」24.1％、

「ぴよぴよひろば（子ども家庭支援センター）」12.4％などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域子育て支援拠点施設・類似施設の利用希望 

地域子育て支援拠点施設・類似施設の今後の利用希望は、「新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思

わない」が 63.4％を占めている。次いで「利用していないが、今後利用したい」の新規の利用希望が 18.7％、

「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」の増加の利用希望が 15.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前

就学前

利用していない

が、今後利用

したい

18.7%

すでに利用して

いるが、今後

利用日数を

増やしたい

15.4%

新たに利用した

り、利用日数を

増やしたいとは

思わない

63.4%

無回答

2.5%

n=897

保健サービスセンター（相談や交流の場）

利用していない

無回答

保育園の乳幼児子育て相談・地域子育てステーション等

児童館の館内開放や乳幼児プログラム等

子育てひろば、こまぴよのおうちでの親子の交流や相談

（地域子育て支援拠点施設）

ぴよぴよひろば（子ども家庭支援センター）

26.4 

24.1 

12.4 

4.2 

2.7 

55.2 

2.0 

0％ 20％ 40％ 60％

就学前児童

（n=897）
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９．放課後の過ごし方について 

（１）小学校の放課後を過ごさせたい場所・過ごしている場所（複数回答） 

小学校の放課後の過ごし方について、就学前児童（来年度就学する児童）の保護者へ将来の希望を尋ねたと

ころ、低学年時、高学年時ともに「習い事」が も多く、低学年時は 56.0％、高学年時では 82.3％となってい

る。低学年時は、次いで「自宅」「区立の育成室（学童保育）」が 44.0％となっている。 

小学校低学年の保護者に低学年の実際と高学年時の希望を尋ねたところ、ともに「習い事」が も多く、次

いで「自宅」となっている。低学年の実際は「区立の育成室（学童保育）」が 31.6％となるのに対し、高学年

時の希望は「放課後全児童向け事業(アクティなど）」が 35.5％となっている。 

小学校高学年の保護者に高学年の実際と希望を尋ねたところ、実際は「習い事」が 87.5％と も多く、次い

で「自宅」が 86.1％となっている。希望は「習い事」が 80.0％、「自宅」が 69.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童（来年度就学） 小学校低学年 小学校高学年

低学年時／高学年時の希望 低学年の実際／高学年時の希望 高学年の実際／高学年の希望

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

児童館（育成室を除く）

区立の育成室（学童保育）

都型の学童保育サービス

ファミリー・サポート・センター

療育機関

その他（図書館、公園など）

無回答

放課後全児童向け事業

（アクティなど）

習い事（ピアノ教室、サッカ

ークラブ、学習塾など）

民間の学童保育サービス

44.0 

9.2 

56.0 

9.2 

44.0 

7.1 

21.3 

24.1 

1.4 

1.4 

11.3 

3.5 

57.4 

9.2 

82.3 

17.0 

20.6 

5.7 

14.2 

23.4 

1.4 

1.4 

15.6 

4.3 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

低学年時の希望（n=141）

高学年時の希望（n=141）

59.2 

10.5 

69.6 

14.5 

31.6 

0.5 

12.8 

23.2 

1.0 

2.0 

13.0 

0.3 

56.4 

12.0 

82.9 

21.4 

11.0 

3.8 

11.7 

35.5 

0.8 

1.8 

17.3 

3.8 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

低学年の実際 （n=392）

高学年時の希望（n=392）

86.1 

12.0 

87.5 

12.8 

1.1 

0.3 

1.9 

12.8 

0.0 

1.3 

17.9 

1.1 

69.9 

14.1 

80.0 

13.3 

7.2 

1.6 

4.0 

19.5 

0.3 

1.3 

27.7 

2.7 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

高学年の実際（n=375）

高学年の希望（n=375）

就学前 小学生
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（２）育成室（学童保育）の平日以外の利用希望 

育成室（学童保育）の土曜日の利用希望は就学前児童（来年度就学）の保護者は「低学年の間は利用したい」

と「高学年になっても利用したい」がともに 17.5％となっており、就学前児童の保護者の希望の計は 35.0％

となる。小学校低学年と高学年の保護者は「低学年の間は利用したい」より「高学年になっても利用したい」

の割合が多くなっているが、希望の計はそれぞれ 17.9％、13.1％と就学前児童の保護者の半数程度となってい

る。 

日曜日・祝日の利用希望は各属性ともに土曜日と比べ少なくなっており、低学年時の希望の計は、就学前児

童の保護者は 17.4％、小学校低学年の保護者は 10.7％、高学年の保護者はそれぞれ 6.4％となっている。 

夏・冬休みの長期休暇中の利用希望は土曜日と比べて多く、低学年時の希望の計は、就学前児童の保護者は

93.7％、小学校低学年の保護者は 53.8％、高学年の保護者は 36.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）普段過ごす場所（複数回答） 

中学生本人と高校生世代本人に、普段過ごす場所を尋ねたところ、平日の放課後は、中学生では「部活動に

行く」が 63.7％、高校生世代では「自宅で家族と過ごす」が 53.7％と も多くなっている。次いで中学生では

「自宅で家族と過ごす」が 52.2％、「学習塾や習い事に行く」が 51.9％、高校生世代では「学習塾や習い事に

行く」が 49.5％、「部活動に行く」が 45.9％となっている。 

学校のない日の昼間は、中学生、高校生世代ともに「自宅で家族と過ごす」が も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平日の放課後 学校のない日の昼間

部活動に行く

自宅で家族と過ごす

学習塾や習い事に行く

自宅でひとりで過ごす

学校で過ごす（部活動を除く）

友だちの家で過ごす

近所の公園、児童遊園で過ごす

児童館で過ごす

アルバイトに行く

その他

無回答

図書館などの公共施設で過ごす

買い物や食事のできる場所

（繁華街など）に行く

青少年プラザ（b-lab）で過ごす

63.7

52.2

51.9

43.3

13.1

2.2

1.9

5.1

2.2

2.2

0.6

2.5

1.0

45.9

53.7

49.5

42.2

16.1

7.8

5.5

0.5

1.8

0.0

3.2

2.3

1.4

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

中学生本人 （n=314）

高校生世代本人（n=218）

30.6

76.8

29.0

28.0

2.2

24.2

6.7

7.3

4.1

5.1

0.6

6.4

2.9

18.8

73.4

25.2

36.7

0.9

32.1

9.6

1.8

4.6

0.5

3.2

2.8

3.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

中学生本人 （n=314）

高校生世代本人（n=218）

＊ （項目なし）＊ （項目なし）

＊ （項目なし） ＊ （項目なし）

中学生本人 高校生世代本人

就学前 小学生

小学校高学年 （n=375）

就学前児童 （n=63）

小学校低学年 （n=392）

低学年の

間は

17.5 

8.7 

4.3 

高学年に

なっても

17.5 

9.2 

8.8 

利用希望は

ない

63.5 

77.0 

81.3 

無回答

1.6 

5.1 

5.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年の

間は

7.9 

4.6 

1.6 

高学年に

なっても

9.5 

6.1 

4.8 

利用希望は

ない

82.5 

83.9 

88.0 

無回答

0.0 

5.4 

5.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年の

間は

39.7 

14.5 

7.2 

高学年に

なっても

54.0 

39.3 

29.6 

利用希望は

ない

0.0 

40.8 

57.9 

無回答

6.3 

5.4 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

土曜日 日曜日・祝日 長期休暇中(夏･冬休み)
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（４）普段の過ごし方（複数回答） 

中学生本人と高校生世代本人に、普段の過ごし方を尋ねたところ、中学生、高校生世代ともに、平日の放課

後、学校のない日の昼間において「勉強や宿題をする」が５割を超えて も多くなっている。次いで、中学生

では「テレビやビデオをみる」、高校生世代では「おしゃべりをする」が上位となっている。 

中学生、高校生世代で比較すると、「テレビやビデオをみる」、「ゲームをする」、「本、雑誌、マンガなどを読

む」は中学生の方が多く、「友だちとメールやラインなどをする」、「おしゃべりをする」、「パソコンやインター

ネットをする」は高校生世代の方が多くなっており、高校生世代では他者とのコミュニケーションやつながり

に時間を使っていることがわかる。 

一方、「スポーツなど体を動かす」は中学生の方が多く、高校生世代では体を動かす機会が減少する傾向がみ

られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平日の放課後 学校のない日の昼間

勉強や宿題をする

テレビやビデオをみる

友だちとメールやラインなどをする

ゲームをする

おしゃべりをする

パソコンやインターネットをする

スポーツなど体を動かす

本、雑誌、マンガなどを読む

何もしないで休む

家事などの手伝いをする

ショッピングをする

友だちと電話する

アルバイトをする

その他

無回答

59.9

36.9

31.5

26.4

24.5

21.7

21.3

17.8

9.6

5.1

1.6

0.6

4.5

4.5

63.8 

18.8 

39.0 

17.0 

49.1 

29.8 

11.9 

11.9 

6.4 

3.2 

1.4 

1.4 

3.2 

1.8 

4.1 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

中学生本人 （n=314）

高校生世代本人（n=218）

55.7

39.2

26.1

28.0

12.1

23.6

21.7

21.0

10.8

3.5

9.6

2.2

5.4

5.4

56.4 

21.1 

34.4 

21.1 

39.9 

29.4 

8.3 

12.8 

11.5 

3.7 

12.4 

1.8 

3.2 

2.8 

4.1 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

中学生本人 （n=314）

高校生世代本人（n=218）

＊ （項目なし） ＊ （項目なし）

中学生本人 高校生世代本人
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（５）放課後を過ごす場所の希望（複数回答） 

中学生の保護者と本人、高校生世代本人に放課後を過ごす場所の希望について尋ねたところ、中学生保護者

では「いろいろなスポーツができる体育館や運動場」が 66.3％、中学生本人では「ひとりでも安心してゆっく

り過ごすことのできる場所」が 40.8％、高校生世代本人では「静かに勉強ができる場所」、「ひとりでも安心し

てゆっくり過ごすことのできる場所」がともに 47.2％で も多くなっている。 

中学生の保護者と中学生本人の希望を比べると、「いろいろなスポーツができる体育館や運動場」、「静かに

勉強ができる場所」、「ひとりでも気軽に、家族や友だちには話せない悩みの相談に行ける場所」、「子どもから

高齢者までいろいろな年齢の人たちと触れ合える場所」などで中学生保護者の希望の方が多くなっており、一

方、「ゲームやパソコンができる場所」では中学生本人の希望の方が多くなっている。 

中学生本人、高校生世代本人ともに、悩みの相談や他世代とのコミュニケーションを図れる場所に比べ、運

動や勉強のできる場所や安全に過ごせる居場所を求める傾向がみられる。 

 

 

 

 

 

  

中学生 中学生本人 高校生世代本人

いろいろなスポーツができる体育館や運動場

静かに勉強ができる場所

ひとりでも安心してゆっくり過ごすことのできる場所

緑がたくさんある公園や広場

気軽におしゃべりができる場所

子どもから高齢者までいろいろな年齢の人たちと触れ合える場所

音楽鑑賞やバンド活動などができる場所

ゲームやパソコンができる場所

障がいのある生徒が放課後を過ごす場所

文化活動（囲碁・将棋・生け花・陶芸・料理・俳句など）ができる場所

その他

特にない

無回答

ひとりでも気軽に、家族や友だちには話せない悩みの相談に行ける

場所

66.3

59.7

45.9

30.3

24.4

23.8

18.8

16.9

9.4

7.2

4.4

4.1

0.6

40.4

31.8

40.8

22.6

24.5

4.8

3.8

13.7

28.3

7.6

5.7

14.3

2.9

37.6

47.2

47.2

23.9

21.6

5.5

2.8

15.1

19.7

10.6

3.7

8.7

1.8

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

中学生保護者 （n=320）

中学生本人 （n=314）

高校生世代本人 （n=218）

＊ （項目なし）

＊ （項目なし）
＊ （項目なし）
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10．児童館について 

（１）児童館の利用頻度 

小学生の児童館の利用頻度については、「ほぼ毎日利用している」3.0％、「週に２、３回程度利用している」

4.4％、「週に１回程度利用している」8.5％、「月に１、２回程度利用している」15.9％と「利用している」計

で 31.8％となっている。「以前利用していたが、現在は利用していない」の過去利用は 25.5％、「ほとんど利

用していない」の未利用は 41.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）児童館として充実してほしい活動と今後の利用希望（複数回答） 

児童館を利用している小学生の保護者に対し、児童館として充実してほしい活動を尋ねたところ、「小学生

向けの体を動かす遊び（ダンス・スポーツ活動）や行事」が 83.6％と も多く、次いで「小学生向けの文化的

活動（音楽、工作など）や行事」が 67.6％となっている。 

また、今後の児童館の利用希望について小学生の保護者全員に尋ねたところ、「今後、子どもに利用させた

い」が 57.2％、「今後、子どもに利用させたいと思わない」が 38.6％となっている。 

 

 

 

 

  

ほぼ毎日

利用している

3.0%
週に２、３回程度

利用している

4.4%

週に１回程度

利用している

8.5%

月に１、２回程度

利用している

15.9%

以前利用して

いたが、現在は

利用していない

25.5%

ほとんど

利用していない

41.4%

無回答

1.4%

n=769

「利用している」 31.8％

小学生

小学生

児童館として充実してほしい活動（複数回答） 今後の利用希望

【児童館利用者】

その他

無回答

小学生向けの体を動かす遊び
（ダンス・スポーツ活動）や行事

小学生向けの文化的活動

（音楽、工作など）や行事

中高生の居場所づくり

幼児クラブ活動、

子育てサロンなど

子育て相談

児童・生徒と乳幼児や高齢者

との交流 今後、子どもに

利用させたい

57.2%

今後、子どもに

利用させたい

とは思わない
38.6%

無回答

4.2%

n=769

83.6 

67.6 

29.1 

7.4 

7.0 

12.3 

4.9 

1.6 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

小学生（n=244）
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11．青少年プラザ（b-lab）の利用状況について 

（１）青少年プラザ（b-lab）の認知度 

中学生本人と高校生世代本人に青少年プラザ（b-lab）の認知度を尋ねたところ、中学生、高校生世代ともに

「知っている」が５割以上となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）青少年プラザ（b-lab）の利用頻度 

中学生本人と高校生世代本人に青少年プラザ（b-lab）の利用頻度を尋ねたところ、「よく利用する」「ときど

き利用する」をあわせた“利用する”は中学生、高校生世代ともに約３割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）青少年プラザ（b-lab）を利用しない理由（複数回答） 

青少年プラザ（b-lab）を利用しない理由については、中学生では「部活や塾・習い事で忙しいから」が 52.3％、

高校生世代では「興味・関心がないから」が 40.9％で も多くなっている。 

 

 

 

 

 

  

部活や塾・習い事で忙しいから

興味・関心がないから

自宅または学校から遠いから

自分ひとりでは行きにくいから

利用の方法がわからないから

どのような施設かわからないから

その他

無回答

52.3

42.3

40.8

35.4

24.6

13.8

5.4

1.5

33.0

40.9

38.6

27.3

10.2

11.4

9.1

1.1

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

中学生本人 （n=130）

高校生世代本人（n=88）

中学生本人 高校生世代本人

中学生本人 高校生世代本人

中学生本人 高校生世代本人

中学生本人 （n=314）

高校生世代本人 （n=218）

知っている

58.6 

56.0 

知らない

40.1 

43.1 

無回答

1.3 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よ

く

利

用

す

る

と

き

ど

き

利

用

す

る

ほ

と

ん

ど

利

用

し

た

こ

と

が

な

い

利

用

し

た

こ

と

が

な

い

無

回

答

中学生本人 （n=184）

高校生世代本人 （n=122） 3.3

4.9

24.6

24.5

33.6

26.1

38.5

44.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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12．子育てのイメージ／不安・悩みについて 

（１）子育ての楽しさ・辛さの感じ方 

子育ての楽しさ・辛さの感じ方について、「楽しいと感じることの方が多い」と回答したのは、就学前児童の

保護者が 68.3％、小学生の保護者が 61.9％、中学生の保護者が 70.9％となっており、「楽しいと感じることと

辛いと感じることが同じくらい」は就学前児童の保護者が 26.6％、小学生の保護者が 32.1％、中学生の保護

者が 24.4％となっている。 

これは、子どもが自立していく一

方、小学校での友人同士の関係や個

人によって学力に差が出るなど、

様々な悩みが発現することが原因

と推察される。 

 

 

 

 

 

 

（２）子育てをする上での不安や悩み（複数回答） 

子育てをする上での不安や悩みについて、就学前児童の保護者は「自分の時間がとれず、自由がない」が

62.5％と も多く、次いで「子育てと仕事・キャリアとの両立が難しい」50.4％と、ワーク・ライフ・バラン

ス関連の項目が上位に挙げられている。 

一方、小学生の保護者及び中学生の保護者で も多いのは「子どもの進路や進学のこと」でそれぞれ 64.9％、

58.4％、次いで小学生の保護者では「自分の時間がとれず、自由がない」が 37.5％、中学生の保護者では「子

育て（教育を含む）に伴う経済的な負担が大きいと感じる」が 39.4％となっており、子どもの成長に伴う教育

や経済的不安が上位に挙げられている。 

 

 

 

 

 

 

  

就学前 小学生 中学生

就学前 小学生 中学生

自分の時間がとれず、自由がない

子育てと仕事・キャリアとの両立が難しい

子どもの進路や進学のこと

子どもの健康、性格や癖などについて心配である

子育て（教育を含む）に伴う経済的な負担が大きい

配偶者の子育てへのかかわりが少ない

子育てにおわれ、社会から孤立するように感じる

夫婦あるいは家族の間で子育てについての考えが違う

子どもを邪魔に感じるときがある

子育てと親等の介護が同時に発生している

子どもの友人関係のこと

子どもの学習・授業の進度のこと

子どもの性別に関すること

その他

特に不安や悩みはない

無回答

62.5

50.4

40.7

32.9

24.6

21.6

16.5

14.3

4.8

3.3

8.5

8.4

1.3

37.5

36.4

64.9

36.5

33.8

18.5

8.5

12.2

3.6

6.1

23.0

5.2

8.5

0.9

18.4 

27.2 

58.4 

26.6 

39.4 

13.1 

4.7 

13.1 

1.9 

9.7 

20.9 

31.9 

0.0 

4.1 

10.6 

0.3 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

就学前児童（n=897）

小学生 （n=769）

中学生 （n=320）

＊ （項目なし）

＊ （項目なし）

＊ （項目なし）
＊ （項目なし）

＊ （項目なし）

楽

し

い

と

感

じ

る

こ

と

の

方

が

多

い

楽

し

い

と

感

じ

る

こ

と

と

辛

い

と

感

じ

る

こ

と

が

同

じ

く

ら

い

辛

い

と

感

じ

る

こ

と

の

方

が

多

い そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

就学前児童 （n=897）

小学生 （n=769）

中学生 （n=320） 70.9

61.9

68.3

24.4

32.1

26.6

2.5

4.2

3.1

0.9

0.8

0.8

1.0

1.1

1.3

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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（３）児童虐待や不適切な子育て防止のために最も効果的と思うこと 

児童虐待や不適切な子育て防止のために も効果的と思うことを単数回答で尋ねたところ、就学前児童の保

護者では「子育てを支援する施策の充実」が 25.1％、小学生の保護者では「子育てしやすい地域社会の形成」

が 27.9％で も多くなっている。次いで、就学前児童の保護者は「子育てしやすい地域社会の形成」が 23.4％、

小学生の保護者は「関係機関のネットワークの強化」が 24.9％となっている。 

「関係機関のネットワークの強化（区・児童相談所・学校・警察・医療機関など）」は就学前児童の保護者に

比べ、小学生の保護者が 10.1 ポイント多く回答しており、小学生の保護者においては特に実感の強い項目で

あることがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）子育て（教育含む）に関する相談先 

①相談先の有無 

子育て（教育含む）に関する相談先の有無については、「いる／ある」と回答したのは、就学前児童の保護者

は 90.5％、小学生の保護者は 84.4％、中学生の保護者が 83.8％と、子どもが小さいほど相談先がいる／ある

傾向となっている。 

 

 

 

 

 

  

就学前 小学生

就学前 小学生 中学生

就学前児童 （n=897）

小学生 （n=769）

中学生 （n=320）

いる／ある

90.5 

84.4 

83.8 

いない／ない

7.6 

12.5 

15.6 

無回答

1.9 

3.1 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子

育

て

を

支
援

す

る

施

策

の

充

実

（
一

時

預

か
り

や

ホ
ー

ム

ヘ

ル

プ

サ
ー

ビ

ス

な
ど

）

子

育

て

し

や
す

い

地

域

社

会

の

形

成

関

係

機

関

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

の

強

化

（
区

・

児

童
相

談

所

・

学

校

・

警

察

・

医

療

機
関

な

ど

）

訪

問

相

談

や
指

導

の

強

化

（
乳

児

家

庭
全

戸

訪

問

事

業

な

ど

）

親

同

士

の

集
ま

り

で

の

経

験

談

や

意

見

交

換

な

ど
の

自

立

的

な

活

動

の

充

実 相

談

窓

口

の
充

実

（
子

ど

も

家
庭

支

援

セ

ン

タ
ー

な

ど

）

虐

待

や

不

適
切

な

子

育

て

を

防

止

す

る

親

力

向

上
講

座

の

開

催

児

童

虐

待

防
止

啓

発

活

動

そ

の

他

無

回

答

就学前児童 （n= 897）

小学生 （n= 769）

※　「訪問相談や指導の強化（乳児家庭全戸訪問事業など）」は小学生調査では項目なし

18.1

25.1 

27.9

23.4 

24.9

14.8 10.9 

6.6

8.4 

7.3

6.8 

3.5

1.8 

2.1

0.9 

7.5

6.3 

2.0

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



-26- 

 

②相談相手・場所（複数回答） 

子育て（教育含む）に関する相談先が「ある／いる」と回答した人に、相談相手・場所を尋ねたところ、就

学前児童の保護者は「祖父母等の親族」が 79.4％と も多く、次いで「友人や知人」が 76.1％となっている。 

小学生の保護者及び中学生の保護者は、就学前児童の保護者と順位は入れ替わるものの、同様にこの２項目

が上位をとなっている。 

また、親族や友人・知人以外では、就学前児童の保護者は「保育士」、「かかりつけの医師」、「幼稚園の先生」

など、小学生の保護者は「小学校の先生」や「塾・習い事の先生」など、中学生の保護者は「中学校の先生」

「塾・習い事の先生」など、日常的に接触頻度が高いと思われる保育・教育関係者が続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童 小学生

【相談先「ある／いる」回答者】 【相談先「ある／いる」回答者】

祖父母等の親族 友人や知人

友人や知人 祖父母等の親族

保育士 小学校の先生

かかりつけの医師 塾・習い事の先生

幼稚園の先生 かかりつけの医師

近所の人 近所の人

子育て支援施設（児童館等） 育成室（学童保育）職員・指導員

スクールカウンセラー

保健所・保健サービスセンター

民生委員・児童委員 子育て支援施設（児童館等）

その他 民生委員・児童委員

無回答 その他

無回答

中学生

【相談先「ある／いる」回答者】

友人や知人

祖父母等の親族

中学校の先生

塾・習い事の先生

近所の人

かかりつけの医師

スクールカウンセラー

民生委員・児童委員

その他

無回答

文京区の子育て関連相談窓口

（子ども家庭支援センター、教育センターなど）

文京区の子育て関連相談窓口

（子ども家庭支援センター、教育センターなど）

文京区の子育て関連担当窓口

（子ども家庭支援センター・子育てひろばなど）

79.4 

76.1 

37.2 

18.1 

16.4 

10.1 

7.0 

6.5 

4.3 

0.1 

4.8 

0.4 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

就学前児童

（n=812）

78.3 

72.3 

23.9 

23.4 

10.2 

7.4 

7.4 

5.7 

5.7 

1.4 

0.2 

5.9 

0.3 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

小学生

（n=649）

79.5 

63.4 

24.3 

22.8 

9.3 

7.1 

5.6 

3.0 

0.0 

6.7 

0.0 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

中学生（n=268）
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（５）現在の不安・悩み（複数回答） 

中学生本人と高校生世代本人に、現在の不安・悩みを尋ねたところ、中学生、高校生世代ともに「成績・受

験のこと」がそれぞれ 60.8％、69.3％と も多く、次いで「将来のこと」がそれぞれ 34.7％、48.6％となって

いる。その他には｢部活動のこと」「友だちとの関係」「外見に関すること」などが続いている。 

中学生は「部活動のこと」、「友だちとの関係」など、比較的自身に身近なことについて、高校生世代は「成

績・受験のこと」、「将来のこと」、「家の経済状況」といった、将来や家庭のことなどで悩みを抱える傾向がう

かがえる。 

また、「特に不安や悩みはない」はそれぞれ 15.9％、12.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）不安・心配ごとの相談相手（複数回答） 

中学生本人と高校生世代本人に、不安や心配

ごとの相談相手を尋ねたところ、中学生では「母

親」が57.0％、高校生世代では「友だち」が67.9％

で も多くなっている。 

また、「父親」はそれぞれ 24.8％、30.7％とな

っている。 

 

 

  

中学生本人 高校生世代本人

中学生本人 高校生世代本人

成績・受験のこと

将来のこと

部活動のこと

友だちとの関係

外見に関すること

健康や病気

好きなことをする時間がない

先輩・後輩との関係

家族との関係

先生との関係

家の経済状況

異性との関係

性別に関すること

 日常的に育児を手伝わなければならない

就労（仕事）のこと

 日常的に家族の介護をしなければならない

その他

特に不安や悩みはない

わからない

無回答

60.8

34.7

22.3

20.1

13.1

9.9

9.6

6.7

6.1

5.1

5.1

4.5

2.5

0.3

0.0

2.2

15.9

6.4

5.4

69.3 

48.6 

12.8 

11.5 

13.3 

7.3 

9.2 

2.8 

4.6 

1.8 

8.7 

3.2 

1.8 

0.5 

7.3 

0.0 

2.8 

12.8 

2.3 

0.9 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

中学生本人 （n=314）

高校生世代本人（n=218）

＊ （項目なし）

母親

友だち

父親

学校の先生

兄弟姉妹

先輩

相談する人はいない

それ以外の人

スクールカウンセラー

青少年プラザ（b-lab）の職員

習い事・塾の先生

区や都の相談窓口

ハローワーク等の相談窓口

わからない

無回答

57.0

51.0

24.8

13.4

9.6

8.6

6.4

5.7

11.1

4.5

66.5

67.9

30.7

17.0

17.4

8.3

3.2

2.3

1.8

0.9

11.9

0.5

0.0

0.9

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

中学生本人 （n=314）

高校生世代本人（n=218）

＊ （項目なし）

＊ （項目なし）

＊ （項目なし）

＊ （項目なし）

＊ （項目なし）

＊ （項目なし）
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（７）子育て支援サービスの利用状況・利用希望 

①就学前児童の保護者 

子育て支援サービスのこれまでの利用状況を尋ねたところ、「⑤児童館（乳幼児と保護者の居場所）」が 69.8％

と も多く、「①母親学級・両親学級」が 68.1％、「⑥子育てひろば」が 58.9％と続いている。 

今後の利用希望を尋ねたところ、「⑤児童館（乳幼児と保護者の居場所）」が 69.9％と も多く、「④保育園

や幼稚園の園庭等の開放」が 66.3％、「⑬一時保育事業（キッズルーム）」が 59.2％と続いている。 

全体として、これまでの利用状況は、児童と保護者の居場所やひろばといった交流事業が多く、今後の利用

希望は居場所だけでなく、一時預かり事業なども多くなる傾向が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前 小学生

　利用状況（これまで利用したことがある） 　利用希望（今後利用したい）

①母親学級・両親学級

（n=897） （n=897）

②保健サービスセンターの親

　子交流の場や相談サービス

③子どもの発達と教育の相談

　をする総合相談室（教育セン
ター）

④保育園や幼稚園の園庭等の

　開放

⑤児童館（乳幼児と保護者の

　居場所）

⑥子育てひろば

⑦ぴよぴよひろば

　（子ども家庭支援センター内）

⑧子ども家庭支援センターの
　相談事業

⑨子育て応援メールマガジン

　（きずなメール）

⑩子育てガイド（区が発行する

　子育て支援情報誌）

⑪ファミリー・サポート・センター

　（地域住民が子どもを預かる

事業）

⑫子育て訪問支援券

　（ベビーシッター）

⑬一時保育事業

　（キッズルーム）

⑭緊急一時・リフレッシュ一時

　保育事業（保育園）

⑮病児・病後児保育事業

⑯訪問型病児・病後児保育利

　用料助成（ベビーシッター）

⑰ショートステイ・トワイライトス
　テイ事業

⑱民生委員・児童委員への子

　育てや児童問題の相談・援助

は い

32.6 

43.5 

46.4 

66.3 

69.9 

57.5 

45.6 

35.8 

35.5 

58.4 

43.6 

50.6 

59.2 

56.4 

53.8 

50.8 

29.7 

29.7 

いいえ

53.1 

43.7 

41.6 

23.1 

18.1 

29.9 

42.1 

51.4 

52.4 

29.0 

46.0 

38.5 

30.4 

33.0 

36.0 

38.7 

59.3 

59.5 

無回答

14.4 

12.8 

12.0 

10.6 

12.0 

12.6 

12.3 

12.8 

12.2 

12.6 

10.4 

10.9 

10.4 

10.6 

10.1 

10.5 

11.0 

10.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とがある

68.1

47.3

14.6

36.6

69.8

58.9

50.4

9.0

30.0

47.0

10.0

18.3

22.3

18.6

9.3

5.8

1.7

2.0

いいえ

26.4 

45.6 

75.5 

55.0 

25.3 

35.8 

43.0 

80.5 

61.4 

44.5 

80.8 

73.1 

69.9 

73.4 

82.1 

84.6 

88.9 

88.3 

無回答

5.5 

7.1 

9.9 

8.5 

4.9 

5.4 

6.6 

10.5 

8.6 

8.5 

9.1 

8.6 

7.8 

8.0 

8.7 

9.6 

9.5 

9.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

これまでに利用
したことがある

今後利用したい
これまでに利用
したことがない

今後利用したい
と思わない
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②小学生の保護者 

子育て支援サービスのこれまでの利用状況を尋ねたところ、「⑤児童館（乳幼児と保護者の居場所）」が 80.9％

と も多く、次いで「⑱児童館（放課後の居場所）」が 73.6％となっている。 

今後の利用希望を尋ねたところ、「⑱児童館（放課後の居場所）」が 57.6％と も多く、「㉒放課後全児童向

け事業（アクティなど）」が 53.4％と続いており、これまでの利用状況、利用希望ともに児童館などの児童の

放課後の居場所への需要が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

  

　利用状況（これまで利用したことがある） 　利用希望（今後利用したい）

①母親学級・両親学級

（n=769） （n=769）

②保健サービスセンターの親

　子交流の場や相談サービス

④保育園や幼稚園の園庭等の

　開放

⑤児童館（乳幼児と保護者の

　居場所）

⑥育てひろば

③子どもの発達と教育の相談

　をする総合相談室（教育センター）

⑦ぴよぴよひろば

　（子ども家庭支援センター内）

⑧子ども家庭支援センターの

　相談事業

⑨子育て応援メールマガジン

　（きずなメール）

⑩子育てガイド（区が発行する

　子育て支援情報誌）

⑪ファミリー・サポート・センター

　（地域住民が子どもを預かる

事業）

⑫子育て訪問支援券

　（ベビーシッター）

⑬一時保育事業

　（キッズルーム）

⑭緊急一時・リフレッシュ一時

　保育事業（保育園）

⑮病児・病後児保育事業

⑯訪問型病児・病後児保育利

　用料助成（ベビーシッター）

⑰ショートステイ・トワイライトス

　テイ事業

⑱児童館（放課後の居場所）

⑲区立の育成室（学童保育）

⑳都型の学童保育サービス

㉑民間の学童保育サービス

㉒放課後全児童向け事業

　（アクティなど）

㉓民生委員・児童委員への子

　育てや児童問題の相談・援助

は い

12.6 

23.5 

17.7 

33.7 

19.2 

22.9 

17.8 

14.4 

57.6 

29.5 

19.6 

24.8 

53.4 

16.0 

いいえ

55.8 

48.6 

54.0 

35.6 

54.9 

54.9 

62.4 

65.8 

21.5 

50.3 

60.3 

55.8 

26.9 

65.3 

無回答

31.6 

27.8 

28.3 

30.7 

25.9 

22.2 

19.8 

19.8 

20.9 

20.2 

20.0 

19.4 

19.6 

18.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

は い

54.2

35.2

20.7

51.0

80.9

49.8

37.5

5.5

5.5

31.9

14.0

7.4

29.9

18.6

13.9

2.6

0.4

73.6

35.6

2.5

17.3

41.4

2.2

いいえ

39.0 

56.4 

69.4 

41.2 

14.4 

43.4 

54.6 

84.3 

82.8 

58.3 

76.9 

82.3 

62.4 

73.1 

76.7 

87.3 

88.9 

20.3 

57.1 

87.4 

74.3 

51.4 

87.8 

無回答

6.8 

8.3 

9.9 

7.8 

4.7 

6.8 

7.9 

10.3 

11.7 

9.9 

9.1 

10.3 

7.7 

8.3 

9.4 

10.1 

10.7 

6.1 

7.3 

10.1 

8.5 

7.3 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＊ （項目なし）

＊ （項目なし）

＊ （項目なし）

＊ （項目なし）

＊ （項目なし）

＊ （項目なし）

＊ （項目なし）

＊ （項目なし）

これまでに利用
したことがある

今後利用したい
これまでに利用
したことがない

今後利用したい
と思わない

＊ （項目なし）



-30- 

 

（８）困ったときの相談窓口 

高校生世代本人に困ったときの相談窓口について尋ねたところ、利用状況は①～⑤のすべての窓口で「利用し

たことがない」が８割以上となっている。利用希望についてもすべての窓口で「利用したいと思わない」が８割

以上となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）子育て上で周囲の人や行政担当者などからほしいサポート（複数回答） 

子育てをしていく上で周囲の人や行政担当者などからほしいサポートについて尋ねたところ、就学前児童の

保護者は「一時的に子どもを遊ばせる場所（親のリフレッシュや買い物など）」が 48.6％と も多く、次いで

「ベビーカーでの移動への配慮（歩道の段差、信号がない、駅にエレベーターがないなど）」が 40.2％、「屋外

で子どもがひとりの（側に保護者がいない）ときに、危なくないか少し気にかけてほしい」が 27.2％となって

いる。 

小学生の保護者は「屋外で子どもがひとりの（側に保護者がいない）ときに、危なくないか少し気にかけて

ほしい」が 49.3％と も多く、次いで「子どもの問題行動や子どもが迷惑行為をした場合は、遠慮せず教えて

ほしい」が 43.3％となっている。これは小学生の子どもの行動範囲が広がり、保護者の目が届きにくくなるこ

とが原因と推察される。 

 

 

 

 

  

高校生世代本人

就学前 小学生

無回答

子育ての悩みや不安を気軽に相談できる育児の経験者を紹介し

てほしい

その他

特になし

行政の相談に応じる人の専門性を高めてほしい

育児休業を取得しやすい雰囲気づくり

近所の人にちょっとした頼みごとをお願いできるとよい

自転車の運転など交通ルールを守ってほしい

職場の人に、子どもの病気など緊急時に仕事を休むことを理解し

てほしい

一時的に子どもを遊ばせる場所（親のリフレッシュや買い物など）

ベビーカーでの移動への配慮（歩道の段差、信号がない、駅にエ

レベーターがないなど）
屋外で子どもがひとりの（側に保護者がいない）ときに、危なくない

か少し気にかけてほしい

子どもの問題行動や子どもが迷惑行為をした場合は、遠慮せず

教えてほしい

授乳やオムツ替えをする場所や設備

48.6

40.2

27.2

27.0

23.0

16.6

16.2

14.3

12.3

11.6

6.9

1.4

8.1

36.3

49.3

17.8

43.3

20.0

23.9

15.5

5.6

5.1

4.8

4.2

0％ 20％ 40％ 60％

就学前児童（n=897）

小学生 （n=769）

＊ （項目なし）

＊ （項目なし）

＊ （項目なし）

＊ （項目なし）

　利用状況（これまで利用したことがある） 利用希望（今後利用したい）

（n=218）

④文京福祉事務所の自立

　相談支援窓口

⑤東京都児童相談セン

　ター

（n=218）

①保健サービスセンター

　の相談サービス

②教育センターの総合相

　談室

③子ども家庭支援センタ
　ーの相談事業

は い

9.6 

9.2 

7.8 

7.8 

9.2 

いいえ

83.0 

83.0 

85.3 

85.3 

83.5 

無回答

7.3 

7.8 

6.9 

6.9 

7.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

は い

0.9 

2.8 

0.5 

0.0 

2.3 

いいえ

86.7 

84.9 

87.2 

87.2 

85.3 

無回答

12.4 

12.4 

12.4 

12.8 

12.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（10）子どもの人数の希望・現実 

①希望する人数と実際に持つことができると思う人数 

希望する子どもの人数と実際に持つことができると思う子どもの人数を尋ねたところ、就学前児童の保護者、

小学生の保護者ともに希望する子どもの人数は「２人」が 40％台で も多く、実際に持つことができると思う

子どもの人数は「２人」がともに 60％弱となっている。「１人」を希望する人はともに 10％未満と少ないが、

実際に持つことができる子どもの人数として「１人」はともに 20％強となっている。希望する子どもの人数に

対し、実際に持つことができると思う人数は少なくなる傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②子どもの人数が希望より少ない理由（複数回答） 

実際に持つことができる子どもの人数が希望より少ない人に、その理由を尋ねたところ、就学前児童の保護

者では「育児の経済的負担が大きい」が も多く、小学生の保護者では「育児の経済的負担が大きい」と「将

来の教育費の負担が不安」が同率で も多くなっている。就学前児童の保護者では「育児の体力的な問題」、

「将来の教育費の負担が不安」と続いている。小学生の保護者は「育児の体力的な問題」「年齢的な理由で難し

い」と続いている。 

実際に持つことができる子どもの人数が希望より少ない 大の理由（単数回答）については、就学前児童の

保護者では「育児の経済的負担が大きい」が 24.8％、小学生の保護者では「年齢的な理由で難しい」が 24.9％

と も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前 小学生

大の理由（％）

就学前 小学生

（n=456） （n=334）

育児の経済的負担が大きい

育児の体力的な問題

将来の教育費の負担が不安

年齢的な理由で難しい

仕事と育児の両立が難しい

家が狭い

育児の心理的負担が大きい

教育をめぐる状況に対して不安

やりたいことができなくなる

その他

無回答

24.9    

9.3    

1.5    

6.6    

3.1    

24.8    

0.6    

16.8    

6.6    

【希望する子どもの人数より実際に持つことができる子どもの人数「少ない」回答者】

17.7    

7.2    

11.6    

24.1    

10.5    

7.8    

8.1    

0.3    

0.0    

5.5    

1.1    

8.8    

3.3    

68.6 

66.9 

61.6 

61.2 

54.4 

51.8 

37.7 

25.9 

20.0 

12.7 

0.7 

61.1 

59.6 

61.1 

57.8 

39.5 

45.2 

35.6 

23.1 

18.0 

9.6 

2.1 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

就学前児童（n=456）

小学生 （n=334）

就学前児童 小学生

希望する

子どもの人数

実際に持つことができる

子どもの人数

希望する

子どもの人数

実際に持つことができる

子どもの人数

１ 人 １ 人

２ 人 ２ 人

３ 人 ３ 人

４ 人 ４ 人

５ 人 ５ 人

その他 その他

無回答 無回答

25.0 

59.0 

11.7 

1.8 

0.3 

0.0 

2.2 

0％ 20％ 40％ 60％

実際（n=897）

4.8 

49.1 

37.9 

4.8 

1.3 

0.3 

1.8 

0％20％40％60％

希望（n=897）

23.4 

55.5 

17.8 

1.6 

0.3 

0.1 

1.3 

0％ 20％ 40％ 60％

実際（n=769）

8.2 

44.6 

38.5 

5.2 

1.3 

0.9 

1.3 

0％20％40％60％

希望（n=769）
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13．体験や経済的にできないこと・ないことについて 

（１）過去１年における家庭での体験 

家庭での体験について尋ねたところ、「金銭的な理由でない」は全体でいずれも３％未満となっているが、調

査ごとに合計すると、就学前児童で 5.8 ポイント、小学生で 10.0 ポイント、中学生で 10.1 ポイントとなり、

小学生及び中学生がほぼ同じとなっている。 

また、「時間の制約でない」は、小学生、中学生と年齢が上がるほど多くなる傾向がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前 小学生 中学生

遊園地やテーマパークに行く

（n=897）

就学前児童

海水浴に行く

博物館・科学館・美術館などに行く

キャンプやバーベキューに行く

スポーツ観戦や劇場に行く

ある

50.7 

75.9 

39.6 

52.5 

81.3 

金銭的な理由
でない

1.4 

0.4 

1.2 

1.4 

1.4 

時間の制約
でない

8.2 

2.6 

8.5 

4.3 

1.8 

その他でない

37.2 

18.7 

48.2 

39.5 

13.4 

無回答

2.3

2.3

2.6

2.2

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

遊園地やテーマパークに行く

（n=769）

小学生

海水浴に行く

博物館・科学館・美術館などに行く

キャンプやバーベキューに行く

スポーツ観戦や劇場に行く

ある

58.8 

87.3 

57.6 

71.7 

87.1 

金銭的な理由
でない

2.1 

0.5 

2.0 

2.9 

2.5 

時間の制約
でない

11.7 

3.0 

12.2 

5.3 

3.1 

その他でない

25.7 

7.4 

26.4 

18.5 

5.6 

無回答

1.7

1.8

1.8

1.7

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

遊園地やテーマパークに行く

（n=769）

中学生

海水浴に行く

博物館・科学館・美術館などに行く

キャンプやバーベキューに行く

スポーツ観戦や劇場に行く

ある

35.3 

64.7 

27.8 

62.2 

64.4 

金銭的な理由
でない

1.6 

1.3 

2.2 

2.2 

2.8 

時間の制約
でない

21.9 

11.6 

22.8 

9.4 

10.0 

その他でない

39.1 

20.9 

45.0 

24.4 

21.6 

無回答

2.2

1.6

2.2

1.9

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）家庭において経済的にできないもの 

家庭においてできないものを尋ねたところ、「経済的にできない」と答えた方は、いずれの項目でも 10％未

満となっている。その中でも「学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう）」は就学前児童と小学生の保

護者で も多く、中学生では「1年に 1回くらい家族旅行に行く」が も多くなっている。 

また、「経済的にできない」を調査ごとに合計すると、就学前児童で 23.3 ポイント、小学生で 15.1 ポイン

ト、中学生で 27.7 ポイントとなり、中学生が も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（n=769）

毎月お小遣いを渡す

子どもの学校行事などに親が

参加する

小学生

毎年新しい洋服・靴を買う

習い事（音楽、スポーツ、習字等）

に通わせる

 学習塾に通わせる

 （または家庭教師に来てもらう）

誕生日のお祝いをする

１年に１回くらい家族旅行に行く

クリスマスのプレゼントや正月の

お年玉をあげる

している

33.0 

93.9 

91.9 

66.3 

98.3 

92.3 

97.3 

97.7 

したくない

61.8 

3.4 

3.6 

24.3 

1.6 

1.0 

0.4 

経済的にできない

2.1 

1.0 

2.1 

5.5 

0.1 

3.9 

0.1 

0.3 

無回答

3.1 

1.7 

2.3 

3.9 

1.6 

2.2 

1.6 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.0

１年に１回くらい家族旅行に行く

クリスマスのプレゼントや正月の

お年玉をあげる

子どもの学校行事などに親が

参加する

就学前児童

（n=897）

毎月お小遣いを渡す

毎年新しい洋服・靴を買う

習い事（音楽、スポーツ、習字等）

に通わせる

学習塾に通わせる

 （または家庭教師に来てもらう）

誕生日のお祝いをする

している

5.9 

91.8 

59.9 

23.0 

96.0 

88.2 

90.5 

86.4 

したくない

83.1 

4.0 

24.7 

56.9 

0.6 

2.1 

4.9 

4.7 

経済的にできない

1.4 

1.0 

5.6 

9.1 

0.2 

5.5 

0.2 

0.3 

無回答

9.6 

3.2 

9.8 

11.0 

3.2 

4.2 

4.3 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前 小学生 中学生



-34- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）家庭において経済的にないもの（複数回答） 

家庭にないものを尋ねたところ、就学前児童、小学生、中学生ともに「あてはまるものはない」、「新聞の定

期購読（ネット含む）」が多くなっている。次いで、就学前児童は「子どもが自宅で宿題をすることができる場

所」、小学生と中学生は「急な出費のための貯金（５万円以上）」が多くなっている。 

 

 

 

  

（n=769）

毎月お小遣いを渡す

子どもの学校行事などに親が

参加する

中学生

毎年新しい洋服・靴を買う

習い事（音楽、スポーツ、習字等）

に通わせる

学習塾に通わせる

 （または家庭教師に来てもらう）

誕生日のお祝いをする

１年に１回くらい家族旅行に行く

クリスマスのプレゼントや正月の

お年玉をあげる

している

65.9 

95.3 

69.1 

64.7 

98.1 

84.1 

95.9 

96.3 

したくない

29.4

2.5

22.5

25.6

0.6

4.1

1.9

1.9

経済的にできない

1.9 

1.3 

5.0 

6.9 

1.3 

9.4 

1.3 

0.6 

無回答

2.8 

0.9 

3.4 

2.8 

2.5 

0.9 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.0

あてはまるものはない

新聞の定期購読（ネット含む）

子どもが自宅で宿題をすることができる場所

急な出費のための貯金（５万円以上）

世帯人数分のベッドまたは布団

インターネットにつながるパソコン

電話（固定電話・携帯電話を含む）

子ども用のスポーツ用品・おもちゃ

子どもの年齢に合った本

炊飯器

掃除機

冷房機器

電子レンジ

世帯専用のおふろ

洗濯機

暖房機器

無回答

9.1

5.8

3.1

2.5

2.0

1.3

0.7

0.4

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.1

0.1

15.7

7.0

3.1

3.3

2.2

2.0

0.8

0.8

1.7

0.1

0.3

0.4

0.4

0.1

0.4

0.1

14.6

9.1 

3.1 

6.3 

1.6 

0.6 

0.3 

0.9 

1.3 

0.0 

0.0 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.3 

13.8 

0％ 20％

就学前児童（n=897）

小学生 （n=769）

中学生 （n=320）

69.5
73.5

70.0 

60％ 80％

就学前 小学生 中学生
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14．子育て支援サービスについて 

（１）子育て支援サービス情報の入手方法（複数回答） 

子育て支援サービス情報の入手方法については、就学前児童の保護者は「区報『ぶんきょう』」が 74.0％と

も多く、「保育園・幼稚園・学校」が 49.7％、「区のホームページ」が 43.0％の順となっている。 

小学生の保護者では「区報『ぶんきょう』」が 78.0％、「小学校」が 63.6％、「区のホームページ」が 30.2％

の順となっている。 

就学前児童の保護者、小学生の保護者ともに「区報『ぶんきょう』」が も多く、児童が通う「保育園・幼稚

園・学校」、「区のホームページ」の順で上位となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童 小学生

区報『ぶんきょう』 区報『ぶんきょう』

保育園・幼稚園・学校 小学校

区のホームページ 区のホームページ

友人・知人

友人・知人 育成室（学童保育）

児童館

子育て応援メールマガジン 教育センター

子育てガイド（情報誌）

保健サービスセンター

教育センター 子ども家庭支援センター

その他

子ども家庭支援センター 無回答

その他

無回答

区のツイッターや
フェイスブック

子育てひろば・キッズルー

ム・児童館などの区の施設

母と子の保健バッグ

（妊娠届のとき配付）

担当部署に問合せまたは

直接来所
担当部署に問い合わせま

たは直接来所

区のツイッターや

フェイスブック

保健サービスセンター

74.0 

49.7 

43.0 

28.8 

26.9 

16.8 

14.7 

14.6 

7.5 

5.4 

4.2 

3.6 

2.2 

1.2 

3.1 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

就学前児童（n=897）

78.0 

63.6 

30.2 

27.2 

16.0 

10.3 

6.0 

3.6 

1.6 

0.9 

0.5 

2.3 

3.0 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

小学生 （n=769）

就学前 小学生
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（２）役立つ子育て支援の施設・サービス（複数回答） 

役立つ子育て支援の施設・サービスについて尋ねたところ、就学前児童の保護者は「リフレッシュ等のため

に利用できる一時預かりサービスの充実」をはじめ、「土日や夜間など定期的に利用できる保育サービスの充

実」など上位６項目が約 35％から約 25％となっている。 

小学生の保護者は「子どもたちだけで安心して遊ぶことができる公園や児童遊園の整備」が 48.6％と も多

く、次いで「育成室（学童保育）・児童館などの放課後・休日に児童が利用できる施設の充実」が 39.0％、「確

かな学力、豊かな人間性、体力を育成する教育環境の整備」が 35.0％の順となっている。 

中学生の保護者は「子どもの健康や成長を支える保健医療体制の整備」が 43.8％と も多く、「確かな学力、

豊かな人間性、体力を育成する教育環境の整備」が 35.9％、「子どもたちだけで安心して遊ぶことができる公

園や児童遊園の整備」33.1％の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

  

就学前 小学生 中学生

子どもたちだけで安心して遊ぶことができる公園や児童遊園
の整備

その他

特にない

無回答

地域での相互扶助体制の整備（親同士の助け合い活動など）

相談支援体制の整備（子育ての不安や悩み・いじめや虐待防
止など）

非行防止等、子どもが健全に育つための対策の充実

障がいのある子どもに対する支援の充実

子どもの健康や成長を支える保健医療体制の整備

育成室（学童保育）・児童館などの放課後・休日に児童が利用
できる施設の充実

確かな学力、豊かな人間性、体力を育成する教育環境の整備

乳幼児連れでも活動しやすいまちづくり

経済的援助（児童手当の給付や利用料減免など）

妊娠・出産、乳幼児健診などを支える保健医療体制の整備

男性も女性も仕事と子育てが両立しやすい環境の整備

子育て家庭のための住宅施策の推進

リフレッシュ等のために利用できる一時預かりサービスの充実

土日や夜間など定期的に利用できる保育サービスの充実

子育て支援に関する情報提供（情報誌、メールマガジン、区報
など）

33.1

30.9

30.1

28.1

26.8

25.8

23.9

22.7

9.9

6.2

5.8

5.6

4.3

2.2

2.1

6.2

12.7

13.7

35.0

13.0

19.9

18.5

7.3

4.4

8.3

3.6

5.5

24.2

39.0

48.6

4.2

2.1

4.2

11.9

35.9

6.6

29.4

26.6

6.3

5.9

17.5

9.1

8.4

43.8

31.9

33.1

2.5

1.3

2.5

0％ 20％ 40％ 60％

就学前児童（n=897）

小学生 （n=769）

中学生 （n=320）

＊ （項目なし）
＊ （項目なし）

＊ （項目なし）

＊ （項目なし）
＊ （項目なし）

＊ （項目なし）

＊ （項目なし）

＊ （項目なし）
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（３）出産時から４か月健診までの間に受けたい保健サービス（複数回答） 

就学前児童の保護者に対し、出産時から４か月健診までの間に受けたい保健サービスを尋ねたところ、就学

前児童全体で「赤ちゃん健診や健康相談」が 66.4％と も多く、次いで「母乳相談・乳房ケア」58.1％、「助

産師の家庭訪問」51.3％、「保健師の家庭訪問」46.5％、「離乳食講習会」33.9％の順となっている。 

４か月までの対象に も近しい０歳のみでみると、「赤ちゃん健診や健康相談」は 78.5％と全体と同様に

も多く、次いで「母乳相談・乳房ケア」66.7％、「助産師の家庭訪問」65.2％、「保健師の家庭訪問」54.1％の

順と全体と同様の傾向となっている。 

 

 

 

 

  

就学前

赤ちゃん健診や健康相談

母乳相談・乳房ケア

助産師の家庭訪問

保健師の家庭訪問

離乳食講習会

ショートステイ（産後ケア事業）

電話相談

沐浴（もくよく）相談・指導

その他

無回答

お父さん・お母さんと赤ちゃんの

集まり

66.4 

58.1 

51.3 

46.5 

33.9 

29.4 

26.4 

19.8 

14.4 

2.6 

4.9 

78.5 

66.7 

65.2 

54.1 

50.4 

40.7 

28.1 

21.5 

18.5 

2.2 

1.5 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

就学前児童 全体 （n=897）

０歳 （n=73）
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15．生活の安心・安全について 

（１）子どもが事故や犯罪に巻き込まれる不安 

子どもが事故や犯罪に巻き込まれる不安については、就学前児童の保護者は「強く感じる」18.8％、「少し感

じる」63.4％と、「不安を感じる」計で 82.2％となっている。 

小学生の保護者は「強く感じる」18.7％、「少し感じる」66.1％と、「不安を感じる」計で 84.8％となっている。 

中学生の保護者は「強く感じる」10.3％、「少し感じる」59.4％と、「不安を感じる」計は 69.7％となっている。 

一方、中学生本人は「強く感じる」8.9％、「少し感じる」31.8％と、「不安を感じる」計は 40.7％となって

おり、中学生の保護者と比較して不安を感じる割合が少なくなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前 小学生 中学生 中学生本人

強

く

感

じ

る

少

し

感

じ

る

あ

ま

り

感

じ

な

い

ま

っ
た

く

感

じ

な

い

無

回

答

就学前児童の保護者 （n=897）

小学生の保護者 （n=769）

中学生の保護者 （n=320）

中学生本人 （n=314） 8.9

10.3

18.7

18.8

31.8

59.4

66.1

63.4

37.6

24.4

12.6

15.1

19.7

4.1

1.3

1.6

1.9

1.9

1.3

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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（２）子どもが事故や犯罪に巻き込まれる不安を感じる理由（複数回答） 

子どもが事故や犯罪に巻き込まれる不安を感じている人に、不安を感じる理由を尋ねたところ、就学前児童

の保護者は「テレビや新聞で、子どもが巻き込まれる事件がよく取り上げられるから」が 62.9％と も多く、

次いで「近所に交通量の多い道路があるから」54.7％、「子どもが一人で外出する際に、事件・事故にあうかも

しれないから」47.3％の順となっている。 

小学生の保護者は「子どもが一人で外出する際に、事件・事故にあうかもしれないから」が 71.0％と も多

く、「テレビや新聞で、子どもが巻き込まれる事件がよく取り上げられるから」61.0％、「近所に交通量の多い

道路があるから」34.7％の順となっている。 

中学生の保護者は「塾や習い事などで遅く帰ることがあるから」「一人で外出する際に、事件・事故にあうか

もしれないから」が 50％を超えて上位に挙げられている。中学生本人は保護者の上位２項目に加え、「テレビ

や新聞で、子どもが巻き込まれる事件がよく取り上げられるから」が上位となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前 小学生 中学生 中学生本人

就学前児童の保護者 及び 小学生の保護者

【事故や犯罪に巻き込まれる不安「強く感じる」「少し感じる」回答者】

テレビや新聞で、子どもが巻き込まれる事件がよく取り上げられるから

近所に交通量の多い道路があるから

子どもが一人で外出する際に、事件・事故にあうかもしれないから

近所の住民の顔をほとんど知らないから

近所に暗く人気のない道や場所があるから

近所に見通しの悪い道が多いから

近所に歩道や信号がない道路があるから

近所で子どもが巻き込まれた事件が発生したから

通学が遠いから

その他

無回答

中学生の保護者 及び 中学生本人

【事故や犯罪に巻き込まれる不安「強く感じる」「少し感じる」回答者】

塾や習い事などで遅く帰ることがあるから

一人で外出する際に、事件・事故にあうかもしれないから

テレビや新聞で、子どもが巻き込まれる事件がよく取り上げられるから

近所に暗く人気のない道や場所があるから

近所に交通量の多い道路があるから

通学が遠いから

近所の住民の顔をほとんど知らないから

近所に見通しの悪い道が多いから

近所で子どもが巻き込まれた事件が発生したから

近所に歩道や信号がない道路があるから

その他

無回答

62.9 

54.7 

47.3 

17.3 

13.4 

12.5 

7.6 

2.7 

2.7 

8.0 

3.1 

61.0 

34.7 

71.0 

11.0 

18.6 

9.7 

4.3 

3.5 

6.4 

9.7 

2.9 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

就学前児童（n=738）

小学生 （n=652）

54.7 

50.2 

48.9 

24.7 

14.8 

7.2 

3.6 

3.6 

2.7 

2.7 

10.8 

5.4 

42.2 

36.7 

39.1 

35.2 

9.4 

3.9 

7.8 

2.3 

2.3 

13.3 

7.8 

9.4 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

中学生保護者（n=223）

中学生本人 （n=128）
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（３）子どもの安全や犯罪防止についての情報入手（収集）方法（複数回答） 

子どもの安全や犯罪防止についての情報入手（収集）方法については、就学前児童の保護者に比べ小学生の

保護者及び中学生の保護者は全般的に活用率が高くなっている。不審者情報は、小学生の保護者は「小学校・

育成室等からのメール配信（フェアキャスト等）」が 73.0％、「区からのメール配信（「文の京」安心・防災メ

ール）」が 33.6％など、中学生の保護者も同様の項目が上位となっており、地域情報の活用の様子がうかがえ

る。日常的な予防情報は、「テレビ」などマスメディアの活用率が相対的に高く、中学生の保護者でより高い傾

向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前 小学生 中学生

不審者情報 日常的な予防情報

テレビ

新聞

ホームページ、ブログなど

チラシ・パンフレット・小冊子など

ツイッター、フェイスブックなどのＳＮＳ

ラジオ

その他

特に活用している情報ツールはない

無回答

※ 選択肢内[　　　]は、小学生及び中学生保護者向けに表現が異なる

保育所等[小学校・育成室等][中学校]
からのメール配信（フェアキャスト等）

区からのメール配信
（「文の京」安心・防災メール）

警視庁からのメール配信
（メールけいしちょう）

31.9 

31.5 

15.4 

13.3 

14.6 

6.4 

14.2 

7.5 

2.2 

3.8 

23.1 

8.4 

32.9 

73.0 

33.6 

18.6 

11.7 

7.0 

13.3 

18.5 

4.3 

4.2 

7.0 

2.5 

31.9 

57.5 

44.4 

21.9 

13.8 

8.4 

11.3 

16.9 

3.1 

2.5 

7.8 

6.9 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

就学前児童（n=897）

小学生 （n=769）

中学生 （n=320）

41.6 

18.6 

10.9 

19.5 

19.8 

13.2 

12.9 

4.2 

4.1 

2.5 

20.1 

15.2 

46.0 

45.4 

19.9 

25.9 

18.5 

14.2 

12.5 

11.6 

4.9 

3.5 

9.1 

11.1 

52.2 

32.8 

20.9 

39.7 

21.6 

23.4 

9.1 

5.9 

6.6 

3.1 

6.6 

15.0 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

就学前児童（n=897）

小学生 （n=769）

中学生 （n=320）
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16．住環境について 

（１）現在の住まい 

現在の住まいについては、就学前児童の保護者は「賃貸住宅（集合住宅）」が 43.0％と も多く、「持家（集

合住宅）」32.8％、「持家（一戸建）」16.5％となっている。小学生の保護者は、「持家（集合住宅）」39.3％、「持

家（一戸建）」28.9％、「賃貸住宅（集合住宅）」26.5％の順となっており、小学生の保護者では持家の割合が増

える様子がうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子育てに重要と思う住宅や住宅周辺環境（複数回答） 

子育てをする上で重要と思う住宅や住宅周辺環境について尋ねたところ、就学前児童の保護者、小学生の保

護者ともに「静かな環境や治安のよさ」が 50％以上と も多くなっている。 

就学前児童の保護者では次いで「住宅の広さ・間取り」、「幼稚園・小学校などの通園・通学の利便性」の順

となっている。 

小学生の保護者では次いで「幼稚園・小学校などの通園・通学の利便性」、「住宅の広さ・間取り」が続き、

その他「安全性や遮音性などの住宅の居住性能」、「周辺の道路の歩行時の安全性」の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前 小学生

就学前 小学生

静かな環境や治安のよさ

住宅の広さ・間取り

幼稚園・小学校などの通園・通学の利便性

安全性や遮音性などの住宅の居住性能

子どもの遊び場・公園などの利便性

小児科などの医療機関への利便性

周辺の道路の歩行時の安全性

子どもを預かってくれる託児・保育所などの利便性

通勤の利便性

親戚や近隣の人たちとのつながり

その他

特にない

無回答

51.5 

44.3 

39.5 

31.8 

30.8 

21.2 

16.1 

15.6 

19.7 

9.7 

1.6 

0.1 

4.3 

55.7 

41.9 

54.2 

26.4 

22.4 

16.5 

23.3 

5.5 

21.7 

9.8 

1.4 

0.4 

4.6 

0％ 20％ 40％ 60％

就学前児童（n=897）

小学生 （n=769）

賃

貸

住

宅

（
一

戸

建

）

賃

貸

住

宅

（
集

合

住

宅

）

持

家
（
一

戸

建

）

持

家
（
集

合

住

宅

）

そ

の

他

無

回

答

就学前児童 （n=897）

小学生 （n=769） 3.8

4.6

26.5

43.0

28.9

16.5

39.3

32.8

0.8

2.0

0.8

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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（３）子どもの遊び場としての利用場所（複数回答） 

子どもの遊び場としての利用場所については、就学前児童の保護者では「公園・児童遊園」が 89.3％と も

多く、次いで「自宅内」69.8％となっている。小学生の保護者も同様の順だが、「公園・児童遊園」は 76.1％

と就学前児童と比べて 10 ポイント以上少なくなっている。 

子育てひろばや児童館、育成室などの「身近な地域における場や施設」は就学前児童では 39.1％、小学生の

保護者では 35.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

  

就学前 小学生

就学前児童 小学生

公園・児童遊園 公園・児童遊園

自宅内 自宅内

保育園・幼稚園等の園庭開放

友人宅内 小学校の校庭開放等

その他

無回答 その他

無回答

児童館、育成室など身近な

地域における施設
子育てひろば、児童館等、身近な

地域における親子ひろば・交流の場

子どもの友人宅内

自宅や子どもの友人宅の近所

（屋外）

89.3 

69.8 

39.1 

23.1 

23.1 

7.7 

1.1 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

就学前児童（n=897）

76.1 

66.3 

35.9 

30.8 

28.6 

21.7 

3.4 

1.2 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

小学生 （n=769）
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17．親子のコミュニケーションについて 

（１）家族との会話 

①（子どもが）家族と会話をする頻度 

家族と会話をする頻度については、中学生の保護者は「よく話をする」81.3％、「ときどき話をする」15.6％、

中学生本人は「よく話をする」67.5％、「ときどき話をする」21.0％と、親と子では親の方がよく会話している

印象を持っている。高校生世代本人では「よく話をする」67.0％、「ときどき話をする」27.1％となっている。 

また、中学生本人と高校生世代本人を比較すると、「よく話をする」はあまり差がないものの、「必要なこと

以外もときどき話をする」では高校生世代本人が 6.1 ポイント多くなっており、中学生よりも高校生世代本人

が家族と会話をしていることがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②（子どもが）会話をする主な家族（複数回答） 

家族と会話を「よく話をする」、「ときどき話をする」と回答した人に会話をする主な家族を尋ねたところ、

中学生保護者、中学生本人、高校生世代本人ともに「母親」が 90％を超えて も多く、次いで「父親」、「兄弟

姉妹」がそれぞれ 50～60％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

中学生 中学生本人 高校生世代本人

【家族との会話「よく話をする」「ときどき話をする」回答者】

母親

父親

兄弟姉妹

祖母

祖父

その他

無回答

98.1

57.7

58.4

12.3

4.8

1.0

0.0

95.3 

66.9 

59.4 

15.1 

8.6 

3.2 

1.4 

96.1

53.7

53.7

7.8

2.4

1.5

1.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

中学生保護者 （n=310）

中学生本人 （n=278）

高校生世代本人 （n=205）

よ

く

話

を

す

る

必

要

な

こ

と

以

外

も

と

き

ど

き

話

を

す

る

必

要

な

こ

と

以

外

は

あ

ま

り

話

は

し

な

い

あ

ま

り

話

は

し

な

い

無

回

答

中学生の保護者 （n=320）

中学生本人 （n=314）

高校生世代本人 （n=218） 67.0

67.5

81.3

27.1

21.0

15.6

3.7

3.8

0.0

1.8

0.0

1.6

0.5

7.6

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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18．近所や地域との関わり方について 

（１）近所の人とのあいさつ・会話の程度 

（子どもと）近所の人とのあいさつや会話の程度について尋ねたところ、中学生本人は「よくある」31.2％、

「ときどきある」48.1％、高校生世代本人は「よくある」25.7％、「ときどきある」53.2％と、合計ではそれぞ

れ約８割とほぼ同率の回答となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域活動・ボランティア活動の参加状況 

中学生本人に、地域活動・ボランティア活動の参加状況を尋ねたところ、「参加している」8.9％、「ときどき

参加している」14.3％であり、「参加している」計が 23.2％となっている。 

一方、「ほとんど参加していない」、「まったく参加していない」の合計である、「参加していない」計は 75.2％

に及び、地域との関係性やボランティア活動への関心は低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中学生本人 高校生世代本人

中学生本人

参加している

8.9%

ときどき

参加している

14.3%

ほとんど

参加して

いない

29.0%

まったく

参加して

いない

46.2%

無回答

1.6%

n=314

中学生本人 （n=314）

高校生世代本人 （n=218）

よくある

31.2 

25.7 

ときどきある

48.1 

53.2 

ほとんどない

14.6 

15.1 

まったくない

4.5 

4.6 

無回答

1.6

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（３）参加している・参加してみたい地域活動・ボランティア活動（複数回答） 

①中学生本人 

地域活動・ボランティア活動への参加について尋ねたところ、中学生本人では「地域のイベントやお祭りの

手伝い」が現在の参加状況で 65.8％、今後の参加希望で 31.8％と も多くなっている。 

「スポーツ・文化に関する活動」、「国際交流、国際協力に関する活動」や「学習活動に関する指導、助言、

運営の協力などの活動」は現在の参加状況に比べ、今後の参加希望が多い活動となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②高校生世代本人 

高校生世代本人では「特にない」が現在の参加状況で 52.3％、今後の参加希望で 32.6％と も多くなって

いる。 

今後の参加希望では「国際交流、国際協力に関する活動」が 30.3％と次いで多くなっており、国際親善活動

への関心の高さがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中学生本人 高校生世代本人

地域のイベントやお祭りの手伝い

特にない

その他

無回答

環境を守る活動

（清掃美化活動、リサイクル活動など）

スポーツ・文化に関する活動

（小学生にスポーツを教えるなど）

子育てに関する活動

（保育所での赤ちゃんの世話、年下の子どもの遊び相手をするなど）

高齢者・障害者福祉に関する活動

（お年寄りや障害者への介護、食事の提供など）

身近な緑を守る活動

（花壇づくりなど）

学習活動に関する指導、助言、運営の協力などの活動

（料理、英語、書道など）

国際交流、国際協力に関する活動

（通訳、外国人を助けるなど）

65.8

27.4

12.3

9.6

5.5

4.1

9.6

1.4

31.8

23.2

26.8

17.8

6.1

15.0

14.6

25.8

24.2

2.9

1.9

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

中学生本人《参加している》

（n=73）

中学生本人《参加してみたい》

（n=314）

0.0

0.0

＊ （項目なし）

地域のイベントやお祭りの手伝い

特にない

その他

無回答

高齢者・障害者福祉に関する活動

（お年寄りや障害者への介護、食事の提供など）

スポーツ・文化に関する活動

（小学生にスポーツを教えるなど）

国際交流、国際協力に関する活動
（通訳、外国人を助けるなど）

学習活動に関する指導、助言、運営の協力などの活動
（料理、英語、書道など）

身近な緑を守る活動
（花壇づくりなど）

身近な緑を守る活動

（花壇づくりなど）

子育てに関する活動

（保育所での赤ちゃんの世話、年下の子どもの遊び相手をするなど）

11.0

9.2

8.7

7.3

4.1

4.1

1.8

0.9

52.3

0.5

21.1

19.3

21.1

13.8

10.1

17.9

30.3

16.1

8.3

32.6

2.3

7.8

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

高校生世代本人

《参加したことがある》（n=218）

高校生世代本人

《参加してみたい》 （n=218）
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19．運動について 

（１）運動する頻度 

子どもがスポーツをする頻度について、小学生の保護者及び中学生本人に尋ねたところ、小学生は「ほぼ毎

日」15.3％、「週に２～３回程度」38.0％、「週に１回程度」23.9％、「月に１～２回程度」4.6％と「スポーツ

をしている」計は 81.8％となっている。 

学生は「ほぼ毎日」が 37.6％と小学生に比べて多くなっているが、「スポーツをしている」計では 78.6％と

小学生よりやや少なくなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）運動したい理由（複数回答） 

運動したい理由について尋ねたところ、小学生の保護者では「健康や体力づくりのため」が 66.9％で も多

く、次いで「運動能力の向上のため」58.0％となっている。 

中学生本人では、「運動が好きだから・楽しいから」が 67.6％で も多く、次いで「上手になりたいから・

運動能力を向上させたいから」60.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学生 中学生本人

小学生の保護者 中学生本人

健康や体力づくりのため 運動が好きだから・楽しいから

運動能力の向上のため

健康や体力づくりのため

運動不足解消のため

運動不足解消のため

その他 その他

無回答 無回答

友だちができるから・
友だちと一緒に頑張りたいから

上手になりたいから・
運動能力を向上させたいから

気持ちを落ち着かせたり、ストレ

ス発散のため
気持ちを落ち着かせたり、

ストレス発散のため

人間関係を学んでもらいたいか

ら
精神面を鍛えたいから

精神面を鍛えたいから

本人が自発的にやりたいと言っ

たため

66.9 

58.0 

45.8 

33.7 

32.1 

22.9 

20.0 

3.2 

0.6 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

小学生（n=629）

67.6 

60.7 

50.2 

36.4 

34.0 

28.3 

17.8 

8.1 

0.4 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

中学生本人（n=247）

小学生 中学生本人

ほ

ぼ

毎

日

週

に

２
～

３

回

程

度

週

に

１

回

程

度

月

に

１
～

２

回

程

度

ほ

と

ん

ど

し

て

い

な

い

無

回

答

小学生の保護者 （n=769）

中学生本人 （n=314） 37.6

15.3

23.2

38.0

10.8

23.9

7.0

4.6

19.7

17.7

1.6

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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（３）運動をしていない理由（複数回答） 

運動しない理由を尋ねたところ、小学生の保護者では「勉強との両立が難しいから・時間がないから」が

58.1％と も多く、次いで「本人が運動に興味がないから」が 46.3％となっている。中学生本人においても同

様の項目が上位となっている。 

 

 

 

 

  

小学生の保護者 中学生本人

本人が運動に興味がないから 運動に興味がないから

近隣に施設や場所がないから

お金がかかるから

運動に関する情報がないから

運動に関する情報がないから お金がかかるから

指導者がいないから 指導者がいないから

特に理由はない 特に理由はない

その他 その他

無回答 無回答

勉強との両立が難しいから・時

間がないから

魅力的なスポーツ事業がないか

ら

勉強との両立が難しいから・時

間がないから

魅力的なスポーツ事業がないか

ら
近くに運動をできる施設や場所
がないから

58.1

46.3

19.9

11.0

6.6

4.4

2.2

10.3

6.6

0.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

小学生（n=136）

50.0

46.8

17.7

12.9

6.5

4.8

3.2

17.7

17.7

0.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

中学生本人（n=62）

小学生 中学生本人
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20．学校にいきたくないと思った状況について 

（１）学校に行きたくないと思ったことの有無 

就学している高校生世代本人に、「学校に行きたくないと思ったことの有無」について尋ねたところ、「よく

ある」10.6％、「ときどきある」27.5％と、「思ったことがある」の合計は 38.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学校に行きたくないと思った理由（複数回答） 

学校に行きたくないと思った理由を尋ねたところ、「特に理由はない」が 43.4％と も多くなっているが、そ

の他の理由では「友だちづきあいがうまくいかないから」が 14.5％、「クラスになじめないから」「部活動でうま

くいかないことがあるから」が各 10.8％となっている。 

また、「その他」が 27.7％となっており、選択肢にはあてはまらない様々な理由で学校に対する悩みや不安を

抱えている様子がうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

高校生世代本人

高校生世代本人

よくある

10.6%

ときどきある

27.5%

ほとんどない

38.1%

まったくない

22.5%

無回答

1.4%

n=218

友だちづきあいがうまくいかないから

クラスになじめないから

部活動でうまくいかないことがあるから

先生とうまくいかないことがあるから

授業についていけないから

自分の外見や性格のため

家族や家庭の事情のため

いじめにあっているから

その他

特に理由はない

無回答

14.5

10.8

10.8

9.6

8.4

6.0

3.6

0.0

27.7

43.4

1.2

0％ 20％ 40％ 60％

高校生世代本人（n=83）
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21．子育て環境や支援への満足度について 

区の子育ての環境や支援について、満足度を５段階評価で尋ねたところ、就学前児童の保護者、小学生の保

護者、中学生の保護者ともに満足度が高い「満足度４」「満足度５」が満足度の低い「満足度１」「満足度２」

の割合を上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就学前 小学生 中学生

《満足度 1と 2の合計》      《満足度 4と 5の合計》 

 就学前 17.2 ポイント       就学前 43.5 ポイント 

 小学生 16.4 ポイント       小学生 41.5 ポイント 

 中学生 17.2 ポイント       中学生 45.3 ポイント 

就学前児童

小学生

中学生

（n=897）

（n=769）

（n=320）

満足度１

3.5 

4.2 

3.4 

満足度２

13.7 

12.2 

13.8 

満足度３

36.5 

40.2 

35.6 

満足度４

37.0 

34.5 

34.4 

満足度５

6.5

7.0

10.9

無回答

2.9

2.0

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高低



様式１【数値目標なし】

様式２【数値目標あり（最終年度末のみ）】

様式３【数値目標あり（毎年度）】

文京区地域福祉保健計画の実績報告様式の変更について

新様式（全計画共通）（案）

【資料第２号】

次年度における取組等（Ａ）成果・評価（Ｄ）（Ｃ）

次年度における取組等（Ａ）成果・評価（Ｄ）（Ｃ）

成果・評価（D）（C） 次年度における取組等（A）

実績実績 達成率

29年度
実績

30年度 31年度 32年度

実績 達成率目標 目標 達成率 目標

事業名 事業番号

計画内容（Ｐ）

数値目標名
（Ｐ）（Ｄ）

単位

31年度 32年度

実績 進捗率 実績 進捗率 実績 達成率

30年度

事業番号

計画内容（Ｐ）

数値目標名（Ｐ）（Ｄ） 単位 目標
(29年度)

29年度
実績

事業名

計画内容・計画目標（P）

事業番号

30年度

30年度

30年度

事業名



様式１【数値目標なし】

様式２【数値目標あり（最終年度末のみ）】

様式３【数値目標あり（毎年度）】

旧様式（地域福祉保健の推進計画、高齢者・介護保険事業計画、障害者計画）

事
業
概
要

事業名 事業番号

事業内容

事
業
実
績

３年間の計画事業量

27年度の成果等

事
業
概
要

事業名 事業番号

事業内容

事
業
実
績

数値目標名 単位 目標
(29年度)

26年度
実績

27年度 28年度 29年度

実績 進捗率 実績 進捗率 実績 達成率

27年度の成果等

事
業
概
要

事業名 事業番号

事業内容

事
業
実
績

数値目標名 単位
26年度
実績

27年度 28年度 29年度

目標 実績 達成率 目標 実績 達成率 目標 実績 達成率

27年度の
成果等



様式１【数値目標なし】

様式２【数値目標あり（最終年度末のみ）】

様式３【数値目標あり（毎年度）】

旧様式（子育て支援計画、保健医療計画）

事
業
概
要

事業名 事業番号

事業内容

事
業
実
績

計画目標・計画内容

27年度の成果等

事
業
概
要

事業名 事業番号

事業内容

事
業
実
績

計画目標・計画内容

数値目標名 単位 目標
(29年度)

26年度
実績

27年度 28年度 29年度

実績 進捗率 実績 進捗率 実績 達成率

27年度の成果等

事
業
概
要

事業名 事業番号

事業内容

事
業
実
績

計画目標・
計画内容

数値目標名 単位
26年度
実績

27年度 28年度 29年度

目標 実績 達成率 目標 実績 達成率 目標 実績 達成率

27年度の
成果等



介護保険第 1号保険料の軽減強化について 

平成３１年１０月の消費税率の変更（１０％）に伴い、平成２７年度より第１段階保険料で行

っていた、低所得者保険料軽減が完全実施となる予定である。 

この対応として、平成３１年４月より第１所得段階を更に軽減するほか、第２、第３所得段階

に対しても適用する。また平成３１年度は、消費税の増税が半年間となることから、保険料軽減

幅も半年分となり、半年分の軽減分を年間の保険料にならす方法をとることとされている（１０

月からの軽減ではない）。 

なお、本軽減強化については、平成３２年度から１年間分の軽減を行い、具体的な保険料額は、

以下のとおりである。 
 

第 7期（平成 30～32年度） 

所得 

段階 
対 象 者 

基準額に 

対する割合 

年額保険料 現行との 

差額 (月額保険料) 

第１段階 

・生活保護の受給者 

・世帯全員が住民税非課税で本人が老

齢福祉年金の受給者 

・世帯全員が住民税非課税かつ本人の課

税年金収入額と合計所得金額の合計が

80 万円以下 

【0.50】 
36,100 円 － 

(3,000 円) － 

0.45 

（現行） 

32,500 円 － 

(2,700 円) － 

0.375 

（31 年 4 月より） 

27,100 円 △5,400 円 

(2,300 円) △400 円 

0.30 

（32 年 4 月より） 

21,700 円 △10,800 円 

(1,800 円) △900 円 

第２段階 

世
帯
全
員
が 

住
民
税
非
課
税 

本人の課税年金収入額

と合計所得金額の合計が

80 万円超 120 万円以

下 

0.70 

（現行） 

50,600 円 － 

(4,200 円) － 

0.575 

（31 年 4 月より） 

41,500 円 △9,100 円 

(3,500 円) △700 円 

0.45 

（32 年 4 月より） 

32,500 円 △18,100 円 

(2,700 円) △1,500 円 

第３段階 

本人の課税年金収入額

と合計所得金額の合計が

120 万円超 

0.75 

（現行） 

54,200 円 － 

(4,500 円) － 

0.725 

（31 年 4 月より） 

52,400 円 △1,800 円 

(4,400 円) △100 円 

0.70 

（32 年 4 月より） 

50,600 円 △3,600 円 

(4,200 円) △300 円 

第４段階 

本
人
が
住
民
税
非
課
税

で
世
帯
に
住
民
税
課
税

者
が
い
る 

本人の課税年金収入額

と合計所得金額の合計が

80 万円以下 

0.85 

61,400 円 － 

(5,100 円) － 

第５段階 

(基準額) 

本人の課税年金収入額

と合計所得金額の合計が

80 万円超 

1.00 

72,200 円 － 

(6,000 円) － 

※本表は、第１から第 15段階まであるうち、第 5段階（基準額）までを抜粋した。 

※第２段階の基準額に対する割合について、法令が示す割合は 0.75だが、第６期計画から区が設定

する割合は 0.70としてきた。 

※年号表記は、高齢者・介護保険事業計画にならい“平成”を用いて作成した。 

※高齢者・介護保険事業計画上の基準額は 6,020 円（保険料算定の

元となる額）であるが、本表では月額を目安として表示している。 

【資料第３号】 



【資料第４号】 

 

 

平成 31年度の分野別検討体制及びスケジュールについて 

 

 

実態調査の実施に当たり、各実態調査の検討を行うため、地域福祉推進協議会の下に設置する分野別検

討部会（以下「部会」という。）を開催する。 

 

 

 

文京区地域福祉保健計画 

子育て支援計画 
高齢者・介護保険

事業計画 
障害者計画 保健医療計画 地域福祉保健の 

推進計画 

 

 

 

 

 

 

※ 保健部会は検討課題に応じて設置を検討する。 

 

 

＜計画の期間について＞ 

 

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度

地域福祉保健の推進計画 地域福祉保健の推進計画

子育て支援計画

法定５年１期

高齢者・介護保険事業計画

法定３年１期

障害者計画

保健医療計画

子育て支援計画

法定５年１期

高齢者・介護保険事業計画

法定３年１期

障害者計画

地域福祉推進協議会 

子ども部会 

（子ども・子育て会議） 

高齢者・介護保険部会 

（地域包括ケア推進委員会） 

障害者部会 保健部会 

（地域保健推進協議会）  



平成31年度　地域福祉推進協議会等　年間スケジュール（案） 【資料第４号】別紙

※4月初回は幹事会⇒推進本部・庁議報告⇒協議会⇒検討部会

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

6月議会 9月議会 2月議会

部会
・子育て支援計画の
策定について（現状・
課題）

・主要項目と方向性
検討
・計画体系検討

・計画事業検討
・中間のまとめの検
討

・パブコメの結果
・最終案の検討

・計画確定版の報告

議会 ・新計画の検討状況 ・中間のまとめ
・新計画（案）につい
て

部会 ・実態調査概要検討
・30年度実績報告
・実態調査項目検討

・実態調査項目報告
・実態調査結果概要
報告

・実態調査結果報告

実態調査
事務局

・実態調査概要検討
・質問項目検討

・委託業者決定 ・9/25　区報掲載 ・調査票発送・回収 ・調査票集計・分析 ・調査票集計・分析
・報告書印刷
・報告書納品

議会 ・実態調査概要報告 ・調査項目報告 ・実態調査結果報告

部会
・実態調査概要検討
・質問項目検討

・30年度実績報告
・実態調査項目報告

・実態調査結果報告

実態調査
事務局

・実態調査概要検討
・質問項目検討

・委託業者決定 ・インタビュー調査 ・インタビュー調査 ・9/25　区報掲載 ・調査票発送・回収 ・調査票集計・分析 ・調査票集計・分析
・報告書印刷
・報告書納品

議会 ・実態調査概要報告 ・調査項目報告 ・実態調査結果報告

部会

議会

検討課題に応じて設置を検討する。

高齢者・介
護保険部会

障害者部会

保健部会

会議の進行

推進本部

協議会

議会

幹事会

子ども部会

・実態調査概要
・子育て支援計画の
策定について

・30年度実績報告
・実態調査項目報告
・子育て支援計画主
要項目等の検討

・実態調査結果報告
・計画改定について
・子育て支援計画中
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